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令和５年度 活動報告

全学
一体

Activity Report of 2023

●
●
●
●
●

教
職
員
人
事

●1 敬宮愛子さまを奉迎、退任によせて ほか
●2 令和 ５年度学位記・修了証書授与式、卒業式を挙行 ほか
●3 卒業生随想

●4 オーディエンス賞は「大学生による『大学生向けごみ分別啓発活動』」�❖令和 ５年度「伊勢志摩定住自立圏共生学教育プログラム」学修成果発表会�ほか

●5
文科省視学官を迎え「小学校外国語教育研究会」開催
「ヘルメットのサブスク」案で、現代日本社会学科の学生が優秀賞�
❖33FGビジネスプランコンテスト２０２3 ほか

●6 教学振興会寄付者芳名、クラブ応援メッセージ募金納入状況報告
●7 研究開発推進センター トピックス ●8 デキゴトロジー

　
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
皇
學

館
大
学
を
退
職
し
、
名
古
屋
学
院
大

学
へ
移
籍
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
26
年
に
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
着
任
し
て
以

来
、
教
室
で
何
千
人
も
の
学
生
と
共

に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
共
通
科
目
の
「
英
語
表

現
」、「
皇
学
入
門
」
や
専
門
科
目
の

「
海
外
事
情
」、「
日
本
文
化
史
」や
ゼ

ミ
な
ど
を
担
当
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
だ
け
で
な
く
、
全
学
部

の
学
生
と
交
流
で
き
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
専
任
教
員
と
し
て
の
在
職
期
間
は

短
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
24

年
前
に
設
立
さ
れ
た
際
に
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催
の
高
校

生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
引

率
者
と
し
て
参
加
し
、
そ
れ
以
来
、

皇
學
館
大
学
と
の
深
い
縁
を
感
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
皇
學
館
大
学
は
、
教
職
員
や
学
生

が
日
本
の
歴
史
・
文
化
・
精
神
を
学

ん
だ
り
、
研
究
し
た
り
し
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
日
々
の
活
動
の
中
で

も
日
本
の
こ
こ
ろ
を
体
現
し
て
い
る

特
別
な
空
間
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
環
境
で
教
育
研
究
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

皇
學
館
大
学
は
日
本
の
こ
こ
ろ
を
体
現
し
て
い
る

特
別
な
空
間

文
学
部
教
授　

メ
イ
ヨ
ー 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

「
学
問
報
国
」の
精
神
で

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授　

新　

田　
　

均

　
昭
和
63
年
４
月
に
神
道
研
究
所
助

手
を
拝
命
し
て
以
来
、
令
和
６
年
３

月
で
満
36
年
、
何
と
か
無
事
に
停
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
日

ま
で
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の

方
々
に
、
先
ず
は
心
よ
り
の
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

　
採
用
の
際
に
は
、
今
は
無
き
先
生

方
の
面
接
を
受
け
た
。
鎌
田
純
一
先

生
、谷
省
吾
先
生
、真
弓
常
忠
先
生
。

こ
れ
ら
の
先
生
か
ら
聴
か
さ
れ
た
の

は
、
皇
學
館
再
興
の
際
の
諸
先
輩
方

の
思
い
、
苦
労
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ

た
。
あ
る
理
事
は
、家
族
を
集
め
て
、

再
興
の
資
金
を
得
る
た
め
に
家
屋
敷

を
抵
当
に
入
れ
る
許
し
を
請
う
た
。

遅
配
と
な
っ
た
給
料
袋
に
は
、
神
社

の
賽
銭
箱
か
ら
集
め
ら
れ
た
た
め

に
、
１
円
玉
が
多
数
入
っ
て
い
た
。

日
教
組
教
育
の
克
服
を
目
指
し
て
教

育
学
科
を
設
置
し
た
際
に
は
、
教
育

実
習
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
を

見
つ
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
等
な
ど
。

　
近
代
神
道
を
専
門
と
す
る
私
に
課

せ
ら
れ
た
の
は
、
神
宮
皇
學
館
を
廃

校
に
追
い
込
ん
だ
「
神
道
指
令
」
の

克
服
だ
っ
た
。
神
社
神
道
と
皇
學
館

に
「
戦
争
責
任
」
の
烙
印
を
押
し
た

こ
の
指
令
の
不
当
性
を
明
ら
か
に
し

て
名
誉
回
復
が
出
来
る
よ
う
に
、「
学

問
報
国
」
の
精
神
で
本
館
に
貢
献
す

る
意
志
が
あ
る
か
。
そ
れ
が
、
面
接

で
の
共
通
の
問
い
だ
っ
た
。

　
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
執

筆
し
た
の
が
、『
近
代
政
教
関
係
の
基

礎
的
研
究
』『「
現
人
神
」「
国
家
神
道
」

と
い
う
幻
想
』『
首
相
が
靖
国
参
拝
し

て
ど
こ
が
悪
い
!!
』『
皇
位
の
継
承
』

等
の
拙
著
で
あ
る
。
幸
い
、
今
後
ま

だ
、
大
学
院
の
神
道
学
専
攻
で
特
別

教
授
と
し
て
研
究
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
期
待
さ
れ
た
成
果
と

な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
問
い
な
が

ら
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　

退
任
に
よ
せ
て

　

思
い
ま
す
。

　
専
任
教
員
と
し
て
の
職
務
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
で
非

常
勤
講
師
と
し
て
ご
縁
が
続
く
こ
と

を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
初
日

か
ら
最
終
日
ま
で
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
４
月

以
降
も
、
引
き
続
き
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令和5年度 � 皇學館大学出版部

新刊書籍のご案内
令和 ５年度に出版された新刊本のご紹介です。

◥皇位
継
承
の
儀
礼

佐
野
真
人
著　

定
価
７
２
４
２
円（
税
込
）

平
安
時
代
の
譲
位
儀
式
、剣
璽
の

渡
御
、内
侍
所
神
鏡
の
奉
遷
、高

御
座
の
由
来
、大
嘗
祭
史
料
を
分

析
し
て
、こ
れ
ま
で
儀
式
書
だ
け
で

は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、儀

礼
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
。

◥神宮
御
師
資
料 

第
11
輯 

福
島
大
夫
文
書

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
史
料
編
纂
所
編　

�

定
価
２
５
０
０
円（
税
込
）

神
宮
文
庫
所
蔵
の「
福
島
大
夫
関

係
御
師
文
書
」の
写
真
版
と
翻
刻

を
掲
載
。
７
〜
９
輯
で
紹
介
し
た

神
宮
御
師
・
福
嶋（
福
島
）勘
左
衛

門
家
関
係
文
書
の
続
編
と
し
て
、関
係
文
書
を
紹
介
。

講
演
叢
書 

〜
令
和
４
年
度
神
道
博
物
館
教
養
講
座
〜

【
第
２
０
５
輯
】�

近
代
神
道
史
に
お
け
る
皇
學
館
の
創
立

髙
野
裕
基
著�

定
価
５
２
４
円（
税
込
）

【
第
２
０
６
輯
】�

神
宮
皇
學
館
の
海
外
修
学
旅
行

長
谷
川 

怜
著�

定
価
５
２
４
円（
税
込
）

【
第
２
０
７
輯
】�

近
代
教
育
制
度
と
神
宮
皇
學
館

秦　

昌
弘
著�

定
価
５
２
４
円（
税
込
）

【
第
２
０
８
輯
】�

「
大
神
都
聖
地
計
画
」と
神
宮
皇
學
館
の
大
学
昇
格

田
浦
雅
徳
著�

定
価
５
２
４
円（
税
込
）

ご注文の際は、出版部ホームページ�
（右記のコードからアクセスできます）から
お申込みください。
http://shuppan.kogakkan-u.ac.jp/

大　
　

学

 

退
職 

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

教
授�

メ
イ
ヨ
ー 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

文
学
部
神
道
学
科 

特
命
准
教
授�

岩
城　
隆
宏

現
代
日
本
社
会
学
部
現
代
日
本
社
会
学
科 

教
授�

新
田　
　
均

監
査
室
室
長�

早
川　
照
彦

神
職
養
成
部
部
長�

秦　
　
昌
弘

総
務
部
総
務
担
当 

主
事�

木
村　
知
佳

財
務
部
管
財
担
当 

主
事�

齋
藤　
愛
美

学
生
支
援
部
学
生
担
当 

事
務
嘱
託�

歌
代　
勇
祐

高
等
学
校
・
中
学
校
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講
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講
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古
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野
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教
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里
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中
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養
護
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石
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利
恵

中
学
校
常
勤
講
師 
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ダ
ン
フ
ォ
ー
ド 

ゴ
ー
ド
ン 

ロ
ス

　
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
長
女
、

愛
子
内
親
王
殿
下
が
３
月
26
日
に
三

重
県
を
訪
問
し
、
伊
勢
神
宮
を
参
拝

さ
れ
た
。
御
一
方
で
の
地
方
ご
訪
問

は
今
回
が
初
め
て
。

　
本
学
の
教
職
員
・
学
生
た
ち
お
よ

そ
２
０
０
名
は
14
時
40
分
頃
、
正
門

前
の
御
幸
道
路
沿
道
に
整
列
。
日
の

丸
の
小
旗
を
振
り
、
御
駐
泊
先
の
鳥

羽
か
ら
外
宮
へ
向
か
わ
れ
る
殿
下
を

奉
迎
し
た
。
ま
た
、
16
時
頃
、
外
宮

か
ら
内
宮
へ
向
か
わ
れ
る
際
、
殿
下

は
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
お
ら
れ
、
に

こ
や
か
に
手
を
振
っ
て
お
応
え
に
な

ら
れ
た
。

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
あ
っ

た
が
、
殿
下
の
参
拝
時
は
晴
れ
間
が

の
ぞ
き
、
話
題
と
な
っ
た
。

敬
宮
愛
子
さ
ま
を
奉
迎

令和 ４年度 優良教育実践� ※職位は表彰時
実践教員 実践の種類 実践の名称

国史学科 准教授

谷 戸 佑 紀
◦授業改善
◦方法の開発

歴史資料の効果的活用と
その方法の体系化

教育学科 助教

萩 原 浩 司

◦授業改善
◦アクティブ・ラーニング
◦その他（学生の授業実践
力向上）

授業実践力向上を目指した演習科目
の取り組み　「つばさ」における学生の
課題を基に　

令
和
5
年
度
に
退
職
さ
れ
た
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
6
年
3
月
31
日
付　

愛子さまの御用車を待つ教職員・学生たち

愛子さまの伊勢訪問は平成２6年 7月に両陛下と参拝されて以来
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本学記念講堂で挙行された高等学校卒業式

　

令
和
５
年
度 

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

６
８
９
名
が
新
た
な
門
出

　

令
和
５
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
令
和
６
年
３
月
18
日
に
本
学
記
念
講
堂
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、

学
部
生（
文
学
部
・
教
育
学
部
・
現
代
日
本
社
会
学
部
）６
６
５
名
、
大
学
院
生
７
名
、
神
道
学
専
攻
科
生
17

名
の
計
６
８
９
名
が
倉
田
山
で
の
学
生
生
活
の
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
旅
立
っ
た
。

　
冷
た
い
風
が
吹
き
荒
れ
、
春
の
嵐

と
な
っ
た
３
月
18
日
、
学
位
記
・
修

了
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
5
年
ぶ
り
に
授
与
式
前
の
神
宮
参

拝
が
実
施
さ
れ
、
艶
や
か
な
袴
や
凜

凜
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
学
生

た
ち
は
、
午
前
８
時
30
分
、
外
宮
表

参
道
手
水
舎
前
に
集
合
。
外
宮
を
正

式
参
拝
し
た
後
、
内
宮
で
は
御
垣
内

参
拝
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

　

定
期
考
査

が
受
験
に
意

味
な
い
か
ら

と
、
疎
か
に
し
て
い
る
人
を
よ
く
見

ま
す
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

僕
は
全
く
逆
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
高
1
か
ら
定
期
考
査
や
朝
テ
ス

ト
の
一
つ
ひ
と
つ
に
本
気
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
た
と
え
難
関
大
で

あ
れ
、
結
局
問
わ
れ
て
い
る
の
は
定

期
考
査
レ
ベ
ル
の
簡
単
な
こ
と
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
難
関
大
が
難

し
い
の
は
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
基
礎

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
簡
単
そ
う
で

も
、
3
年
間
続
け
ら
れ
る
人
は
ほ
ぼ

い
な
い
か
ら
で
す
。

　

僕
は
予
備
校
を
活
用
し
数
学
Ⅰ
Ａ

〜
Ⅲ
は
高
2
の
6
月
ま
で
に
、
英
文

法
は
高
1
の
夏
休
み
中
に
全
て
習
得

し
、
自
習
に
多
く
の
時
間
を
割
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
メ
ン
タ
ル
が
最
弱

な
僕
は
共
通
テ
ス
ト
で
大
失
敗
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
2
次
試
験
で
大
逆

転
で
き
た
の
は
高
1
か
ら
毎
日
欠
か

さ
ず
勉
強
し
、
共
通
テ
ス
ト
後
も
気

を
抜
か
ず
に
や
り
切
れ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
阪
大
出

願
に
際
し
予
備
校
の
先
生
や
親
に
は

反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
1
か
ら
の

積
み
重
ね
に
加
え
担
任
の
先
生
の
賛

成
が
自
信
に
な
り
、
何
と
か
自
分
の

意
志
を
貫
き
、
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

僕
が
合
格
で
き
た
の
は
周
り
の
方

の
支
え
や
、
過
去
問
の
添
削
を
休
日

も
返
上
し
て
毎
日
し
て
く
れ
た
先
生

方
の
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん
も
強
い

意
志
を
持
っ
て
志
望
校
合
格
ま
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

授
与
式
前
の
神
宮
参
拝
は
５
年
ぶ
り

「
進
取
の
気
概
で
社
会
を
切
り
拓
い
て
」

大
学
で
叶
え
た
プ
ロ
へ
の
道

　
河
野
訓
学
長
は
式
辞
で
、
教
室
で

の
分
散
開
催
と
な
っ
た
令
和
２
年
度

高
等
学
校
３０７
名
、中
学
校
25
名
が
卒
業

て
、
賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下
か
ら
い
た

だ
い
た
令
旨
に
は
本
校
で
学
ぶ
意
義

と
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
の
姿
勢
や
態
度

が
克
明
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
し
、

「
自
ら
が
学
ん
だ
力
を
世
の
た
め
、人

の
た
め
に
活
用
し
、
よ
り
よ
い
社
会

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ

に
本
学
で
学
ぶ
者
の
心
す
る
と
こ

ろ
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
皇
學
館
で
学

ん
だ
誇
り
を
胸
に
、
一
人
ひ
と
り
が

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
高
等
学
校
の
大
津
拓
己
さ
ん
は
答

辞
で
「
私
た
ち
の
高
校
３
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
抜
き
で
は
語
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
く
ら
い
縛
ら
れ
た
毎
日
で
し
た
」

と
し
な
が
ら
も
、「
学
校
に
行
け
る
こ

と
や
人
に
会
え
る
こ
と
、
本
日
の
よ

う
に
満
面
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ

と
、
そ
の
あ
り
が
た
み
を
今
、
痛
い

ほ
ど
感
じ
て
い
ま
す
」と
し
、「
共
に

笑
い
、
共
に
泣
き
、
互
い
に
鼓
舞
し

合
い
、
時
に
衝
突
し
て
で
も
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
友
人

た
ち
。
授
業
、
放
課
後
、
帰
り
道
、

す
べ
て
が『
密
』そ
の
も
の
で
、か
け

が
え
の
な
い
時
間
で
し
た
」
と
学
校

生
活
を
振
り
返
っ
た
。

　
中
学
校
の
山
下
輝
之
さ
ん
は
「
皇

學
館
中
学
で
の
３
年
間
は
先
生
方
の

ご
指
導
の
も
と
、
地
元
伊
勢
か
ら
三

大阪大学合格体験記（抜粋）

基
礎
の
積
み
重
ね
が
大
切

３
年
10
組
　
深
津
弘
季

◦
皇
學
館
大
学
学
部
生
一
同

一
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー　
１
台

一
、
図
書
館
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
・
椅
子

◦
皇
學
館
大
学
神
道
学
専
攻
科
修
了
生
一
同

一
、
書
籍

◦
皇
學
館
高
等
学
校
卒
業
生
一
同

一
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
楯
展
示
ケ
ー
ス

　
皇
學
館
高
等
学
校
で
は
３
月
１
日

に
、
皇
學
館
中
学
校
で
は
同
月
19
日

に
令
和
５
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

　
芝
﨑
俊
也
学
校
長
は
式
辞
で
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
最
も
受
け
た
時
期
に

入
学
し
、
制
約
の
多
い
状
況
を
過
ご

し
た
生
徒
た
ち
を
「
言
う
に
言
わ
れ

ぬ
気
持
ち
の
中
で
の
学
校
生
活
で
あ

っ
た
は
ず
」
と
慮
っ
た
。
一
方
で
、

令
和
５
年
度
に
高
等
学
校
創
立
60
周

年
、
中
学
校
創
立
45
周
年
の
佳
節
を

迎
え
、
記
念
式
典
や
合
同
体
育
大
会

な
ど
充
実
し
た
周
年
記
念
行
事
を
経

験
で
き
た
こ
と
か
ら
、「
記
念
の
年
の

卒
業
生
と
な
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
心
に
留
ま
る
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
そ
し

感 謝
　
令
和
５
年
度
卒
業

生
よ
り
記
念
品
を
贈

呈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

重
県
、
日
本
国
か
ら

世
界
へ
と
学
び
を
広

げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

感
覚
が
身
に
付
く
よ

う
に
準
備
さ
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
研
修
や

実
体
験
を
通
し
て
、

自
分
の
成
長
を
実
感

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
た
。
そ

し
て
、
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
戦
争
や
災

害
な
ど
た
く
さ
ん
の
不
安
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
る
中
で
あ
っ
て
も
、「
自
分

の
力
を
信
じ
、
友
を
信
じ
、
明
る
い

未
来
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
の

努
力
を
約
束
し
ま
す
」
と
力
強
い
言

葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

の
入
学
式
や
多
く
の
制
約
を
強
い
ら

れ
た
学
生
生
活
を
振
り
返
り
、「
神
宮

え
無
事
に
卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び

を
奉
告
し
た
。

　
午
前
11
時
半
に
始
ま
っ
た
授
与
式

で
は
国
歌
斉
唱
、令
旨
奉
読
に
続
き
、

博
士
前
期・修
士
課
程
修
了
者
、神
道

学
専
攻
科
修
了
者
、
３
学
部
卒
業
者

の
各
総
代
が
登
壇
し
、
学
位
記
・
修

了
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
続
い
て
恩

賜
奨
学
賞
、
大
宮
司
賞
等
の
受
賞
者

に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
　
本
学
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
（
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
と
な
っ
た
村
田

怜
音
さ
ん（
教
育
）は
「
４
年
間
、
プ

ロ
野
球
選
手
を
め
ざ
し
て
や
っ
て
き

て
、
実
際
に
大
学
で
叶
え
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」と
話
し
、「
結
果
が
出
な
か

っ
た
中
で
も
４
番
と
し
て
試
合
に
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
た
」
と
森
本
進
監
督
や
野

球
部
の
仲
間
へ
の
感
謝
を
口
に
し

た
。今
後
に
つ
い
て
は「
ま
ず
は
１
年

間
、
ケ
ガ
を
せ
ず
や
り
切
る
こ
と
が

目
標
。
数
年
後
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な

っ
て
、
チ
ー
ム
を
背
負
っ
て
い
け
る

選
手
に
な
り
た
い
」と
抱
負
を
語
り
、

「
三
重
県
を
離
れ
る
の
は
寂
し
い
気

持
ち
も
あ
る
が
、
大
き
く
な
っ
て
帰

っ
て
来
ら
れ
た
ら
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

参
拝
を
行
い
、
本
記
念
講
堂
で
卒
業

式
を
挙
行
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
慶

び
」
と
感
慨
を
口
に
し
た
。
続
け
て

「
卒
業
し
て
ゆ
く
皆
さ
ん
は
本
学
に

と
っ
て
教
育
の
大
切
な
成
果
。
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
専
門
を
生
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
む
分
野
で
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た
、
何
の
た

め
の
学
び
で
あ
っ
た
か
の
答
え
の
一

つ
と
し
て
令
旨
の「
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
、

文
明
ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル
」
を
引
用
。

「
本
学
で
身
に
付
け
た
教
育
研
究
の

方
法
や
成
果
、
課
題
解
決
力
、
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
、
学
び
得
た
す
べ

て
を
大
切
に
し
、そ
れ
を
基
盤
と
し
、

進
取
の
気
概
で
新
し
い
よ
り
良
い
社

会
を
切
り
拓
い
て
も
ら
い
た
い
」
と

激
励
し
た
。

　
学
位
記
授
与
式
後
、
各
教
室
で
教

員
免
許
状
、
階
位
證
等
の
交
付
が
行

わ
れ
た
。ま
た
、祝
賀
会
も
５
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
総
合

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
記
念

写
真
を
撮
っ
た
り
、友
人
、恩
師
と
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
と
、
別

れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

５
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
授
与
式
前
の
神
宮
参
拝（
上
）。
記
念
講
堂
に
一
堂
に
会
し
、厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
た
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式（
右
下
）。
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、恩
師
、

学
友
と
杯
を
傾
け
歓
談
を
楽
し
む
光
景
が
見
ら
れ
た（
左
下
）

「フィールドワークと４年生で
の倉陵祭が印象に残ってい
る」と話す村田さん

総代・各種表彰者

総 代

文学研究科国文学専攻博士前期課程 楊　　　 瑩
教育学研究科教育学専攻修士課程 上 田 虎 徹

神道学専攻科 有 馬 里 佳
文学部神道学科 伊 藤 大 智
文学部国文学科 正 木 音 羽
文学部国史学科 野 中 　 徹

文学部コミュニケーション学科 三村 花菜乃
教育学部教育学科 磯 部 智 貴

現代日本社会学部現代日本社会学科 石 井 陽 菜
恩賜奨学賞 文学部コミュニケーション学科 田 中 佑 奈

大 宮 司 賞

文学部国文学科 下 村 莉 奈
教育学部教育学科 齋 藤 里 穂

現代日本社会学部現代日本社会学科 森　 知帆里
理 事 長 賞 文学部国史学科 山 下 拓 海
学 長 賞 文学部神道学科 熊 崎 響 子

統 理 賞
神道学専攻科 長 坂 貴 秀
文学部神道学科 豊 田 蒼 空

三重県神社庁長賞 文学部神道学科 福 田 友 也

長谷奨学賞
文学部神道学科 佐 藤 京 香
文学部国史学科 筒 井 啓 仁

送 辞 文学部国史学科 小 西 嘉 宏
答 辞 文学部国文学科 髙橋 わかな
社会福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 山 下 　 諒
精神保健福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 中世古 剛志
保育士養成課程の卒業生に対する会長表彰

教育学部教育学科 稲 垣 柚 希

セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
た
中

学
校
卒
業
式
。
答
辞
を
読
む
山
下
さ
ん

答
辞
を
読
み
上
げ
る
大
津
さ
ん（
高
校
）
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道を見つけた、大学生活
神道学科　鎌 田 千 寛
�奉職先��賀茂別雷神社（上賀茂神社）

　皇學館大学での 4年間は一瞬で過ぎてしまった。しかし、充
実した大学生活を送ることができた。
　大学に入学した当初は、自分が将来何をやりたいのか見当もついていなかった。
そんな私が神職という道に進みたいと考えた一番の理由は、雅楽部での活動だ。
私は「笙」という楽器を担当していたが、入部したての頃は初めて触る楽器に悪戦
苦闘しなかなか思うように演奏することができなかった。しかし、先輩方からの
助言を吸収し、部員と共に毎日の地道な稽古に励んだ結果、難曲も演奏できるよ
うになった。コロナの影響が落ち着いた頃になると外部からの演奏依頼も増えて
いき、神前で演奏する機会が増え、多くの人たちに喜んでいただけた。こうした
活動を通して私は神様を敬い祀る大切さを知り、今後も神様にご奉仕をしていき
たいと思い、神職になることを志した。
　自分の将来を決めることができたのは、皇學館大学での生活や友人や先生方、
両親の支えがあってのことです。本当にありがとうございました。この道が自分
に合っているか正直不安に思うが、自分で選んだ道を精いっぱい進んでいきたい。

社会へ羽ばたく力を養えた
国文学科　島 田 朋 葉
�就職先��株式会社杏林堂薬局

　コロナ禍で入学時からさまざまな制約がある中、たくさんの
貴重な体験をすることができました。一つは、大学附属図書館サ
ポーターの活動です。その活動の一環として「学生協働フェスタ」という他大学
との交流会にオンラインで参加させていただきました。図書館のマスコットキャ
ラクターが館内ツアーを行うという紹介動画は好評をいただき、とてもうれしか
ったです。この活動を通して、計画的に物事を進める力やリーダーシップが身に
ついたと感じています。また、ゼミでは中古文学を専攻し、輪読や翻刻を行いま
した。研鑽を積む中で、古文の読解力を培い、学問を追究することの楽しみを学
ぶことができました。このように豊富な体験を通して社会へと羽ばたいていける
力を育むことのできる皇學館に入学できて本当に良かったです。お世話になった
先生方、そしてここまで支えてくれた両親にお礼申し上げます。

培った知識と技術を糧に
国史学科　田 宮 佑 至
�就職先��株式会社クスリのアオキ

　皇學館大学で送った 4年間の学生生活は、毎日が新鮮でとて
も充実したものでした。多くの方々の支えと導きにより、こうし
て卒業を迎えられたことを嬉しく思います。
　先生方の丁寧なご指導のもと、勉学に励んだ時間はとても楽しく有意義なもの
でした。特に、論文を 2本執筆する機会を頂けたことは大変光栄であり、貴重な
財産となりました。また、学芸員課程を通じて、多様な経験と学びを得ることが
できました。これらは、これから先の未来において自身の強みとなることと思い
ます。
　さまざまな良き出会いに恵まれ、知見を深められたのは新たな興味を持つきっ
かけとなり、かけがえのないものでした。皇學館大学で培った知識と技術を糧に、
感謝の気持ちを忘れず今後も精進してまいります。
　最後になりましたが、 4年間ご指導いただいた先生方、学芸員課程でお世話に
なった先生方に心より御礼申し上げます。

周りの人の支えに感謝
コミュニケーション学科　森 本 彩 水
�就職先��三重県警察

　私の学生生活は周りの人の支えがあって頑張ってこられた。
　「就活って何から始めるの？」という不安と焦りを抱きながら、
2年前、就職担当の皆様に助けを求めたのを覚えている。そこでさまざまな職種
を知り、たくさん迷い、その上で警察官になりたいという思いが強くなった。面
接練習では厳しくも温かいご指導をいただき、私が諦めかけたときは何度も鼓舞
してくれた。周りの友人とも悩みを共有して励まし合い、一緒に前進していった。
そして 4月から、警察学校への入校が決まっている。
　試験は最終的には一人で臨むものだが、その過程では多くの人の力を借り、そ
こで初めて乗り越えられるものがあると知った。就職担当の皆さまをはじめ、友
人、家族、ゼミの先生方、若樫サポーターの方々、本当にかけがえのない人たち
に支えられてきた 4年間であった。
　ここで受けたたくさんの支えを胸に刻み、今度は私が警察官という職を通して
恩返しをしていきたい。

先生の問いが転機に
教育学科　水 谷 一 心
�進学先��筑波大学大学院

　大学に入学した当初は、周囲よりも少しだけ数学が好きだっ
たという理由で「算数・数学教育ゼミ」を選択した。初めは「数
学ができる」という漠然とした考えしか持っていなかった。しかしあるとき、ゼ
ミの上野祐一助教の何気ない問いが私の好奇心に火をつけた。これが私の大きな
転機となった。
　興味を持った 1つのことについて、長い時間をかけ考えることは初めての経験
であり、自分が進めていることは正しいのか、形になるまで不安だった。不安の
中でも、自分自身で新しい方法を発見したときや、今まで知らなかったことを知
ることができたときに大きな喜びを感じた。その喜びが研究にのめり込ませた。
また、日本科学教育学会で発表させていただいた際に、私自身の研究にさまざま
な人が興味を持っていただいたことが自信になった。これらの経験から、もっと
数学や数学教育について勉強がしたいと思い、大学院進学を決めた。
　コロナ禍で何もなかった大学生活に、熱中できるものや、大きな目標を与えて
くださったことや、目標に向けさまざまな支援をしていただいた先生方、ありが
とうございました。大学院ではより一層成長することができるよう励みたいと思
います。

数々の挑戦がかけがえのない財産に
現代日本社会学科　金 崎 和 奏
�就職先��株式会社リボルブ沖縄

　私は大学進学と共に三重県に移住しました。コロナウイルス
が流行しはじめた年に入学し、慣れない生活に苦戦しましたが、
それでも 4年間頑張ってこられたのは周囲の人の支えがあったからだと思ってい
ます。
　大学生活で印象深かったことは 2つあります。 1つ目は就職活動です。はじめ
は業界を絞らずに就職活動を進めていましたが、選考を進めるうちに IT業界に挑
戦したいと考えるようになりました。未経験ながらにIT 系資格を取得し、SEと
しての採用が決まりました。 2つ目は卒業論文の執筆です。私はパレスチナ問題
をテーマに決め、このテーマに関わりの深い先生のゼミを選び、フィールドワー
クの準備を進めてきました。社会情勢悪化のため現地に赴くことはできませんで
したが、問題の解決を具体的に示すことで、共存の道を切り開くような論文が完
成しました。
　この 4年間で数々の挑戦をしてきました。そのどれもがかけがえのない私の財
産です。

人生で一番充実した時間
大学院修士課程教育学専攻　西　　奈　緒
�就職先��学校法人エスコラピオス学園海星中学校・海星高等学校

　皇學館大学の大学院教育学研究科教育学専攻で学ばせていた
だいた 2年間はとても貴重な時間であり、人生の中で一番充実し
た時間でした。学部では、勉強と部活の両立に必死だった 4年間でしたが、大学
院では、勉強と研究の両立に必死だった 2年間でした。大学院に進学する前は「修
士論文を書くことはできるのか」「 2年で何か学びとることはできるのか」「柔道
部のコーチとしてやっていけるのか」と不安ばかりでした。入学後は叱られるこ
とも沢山ありましたが、それ以上に学びが多くあっという間に 2年が経ちました。
授業やTAをはじめ、柔道部のコーチとしての立場など、多くの経験を通して身
に付けた力は大切な宝物となりました。これらの経験を生かして社会人として地
域に貢献できるように努めていきます。最後に、何度も挫けそうになりましたが、
背中を押し続けていただいたおかげで最後までやり遂げることができました。ご
指導くださった先生方、本当にありがとうございました。

卒業生随想
春からそれぞれの志す道を歩き始める卒業生たち。

学生生活を振り返り、彼らの胸中に去来するさま

ざまな思いを語ってもらった。
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返却期限は

年 月 日まで

【返却方法】

１、裏面の感想カードを記入する

２、借りた本に挟む

３、返却する

〈返却先〉

・リトルフリーライブラリーの本棚に直接返却

・常設返却スペース

（図書館 階の貸出用延長コード 横）

【本をもらう場合】

または の方法で本をもらう

、代わりの本ともらいたい本を本棚番に手渡しする

、この裏に感想を書き、もらいたい本を本棚番に手渡し

する
ふみくら倶楽部

令和５年度 CLL活動一覧� ■新規
活 動 名 活動場所

１ 鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう! 鳥羽市

２ 〜伊勢ぷちたび〜
EVモビリティを活用市内周遊促進事業 伊勢市

３ TMKミライデザインプロジェクト
（玉城町明るい未来推進プロジェクト） 玉城町

４ リニアインパクト最大化プロジェクト 伊勢市
５ ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト 名張市
６ えりはらのぱんやさん 志摩市
７ 「広報いせ」特集記事制作プロジェクト 伊勢市
８ 皇學館大学 学生広報隊 伊勢市
９ 「Gift of Ise」プロデュースプロジェクト 伊勢市

１0 宇治山田駅前賑わい創出事業 伊勢市
１１ 度会カフェリョクプロジェクト 度会町
１２ 若者の投票率UP! プロジェクト 伊勢市
１３ 農業の魅力発見! 南紀みかん援農隊プロジェクト 東紀州地域
１４ 産学官連携日本酒プロジェクト 明和町
１５ 地域活性化サポーターズFIT 伊勢市
１６ The Histories of Ise 行政文化資源の利活用 伊勢市
１７ いせ移住PR支援プロジェクト 伊勢市
１８ だんだんお花畑プロジェクト in 玉城町 玉城町
１９ みえ食の＂人財＂育成プラットフォーム商品開発事業 四日市市
２0 ウツボで地産地消プロジェクト 南伊勢町
２１ インクルーシブスポーツ推進プロジェクト 伊勢市

２２ だれもが働きやすい企業を表彰!
〜男女共同参画キラリ☆プロジェクト〜 伊勢市

２３ 大学生による「大学生向けごみ分別啓発活動」 伊勢市
２４ 皇學館オリジナルグッズ制作プロジェクト 伊勢市
２５ フードロスをなくせ! いちごスイーツプロジェクト 伊勢市
２６ 消防団の新たな役割発見プロジェクト 伊勢市

２７ 廃業する農家と廃棄するいちごをすくえ!
いちごのみかたプロジェクト 伊勢市

２８ CLL活動運営学生スタッフ 伊勢市

皇
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リ
ト
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フ
リ
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ラ
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リ
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え
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ジ
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る
こ
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ら
始
め
る
食
品
ロ
ス
削
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地域との連携
SDGsを食の視点から考えるプロジェクト

駒 田 聡 子教授 江 上 晃 太（教育 3）
1．	公益社団法人日本非常食推進機構より、賞味期限が近く企業から寄付される食材の提供を受け、その食材
を学内でフードパントリーなどを通し、必要としている学生、教職員らに配布する。（随時）

２．	同じく提供を受けた食材をリメイクした献立を考案する。それらを地域で食料を必要としている子どもの家
庭に届けるため、子ども食堂での調理や長期休みの弁当作りを利用して提供する。（主に夏休み・春休み）

3．	食料の廃棄や、有効利用の方法について知ってもらうため、主に小学生の親子を対象にした教室を開催する。
４．	MieMu企画展示「昔の道具展」とコラボして、食を無駄にしない知恵との提案と実技をする。（令和 ６年 1月）
５．	SDGsを食の視点で考えるブログを作成し、発信を行う。（随時）

学内活性化
皇學館大学リトルフリーライブラリー設置プロジェクト

岡 野 裕 行准教授 中 村 始 桜（国文 3）
今回のプロジェクトでは、本学の学生・教職員が自由に各自の私物の本を持ち寄り、お互
いの本をシェアできる小さな本箱を設置することで、相互に交流を生み出すことができ
る機会を創出し、本を介した学内のコミュニティづくりに寄与することを目的とする。運
用するにあたっては附属図書館のふみくら倶楽部のメンバーが定期的に本箱の中身を
確認・整理し、安定した交流の場が形成されるように配慮していくものとする。設置場所
として５号館と7号館を選択した。

オーディエンス賞は
大学生による「大学生向けごみ分別啓発活動」
令和５年度「伊勢志摩定住自立圏共生学教育プログラム」学修成果発表会
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知
識
不
足
」か「
意
識
の

低
さ
」
か
を
問
わ
れ
た
織
田
さ
ん
は

両
方
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と

返
答
。
前
者
に
つ
い
て
自
身
は
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
分
別
の
方
法
を
徐
々

に
身
に
付
け
て
い
っ
た
と
語
っ
た
。

ま
た
、
今
後
の
展
開
と
し
て
《
大
学

生
に
よ
る
大
学
生
の
た
め
の
啓
発
活

動
》
を
よ
り
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

と
話
し
た
。

　
第
３
部
で
は
「
地
域
志
向
研
究
発

＊
４
Ｒ
と
は
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み
で
あ
る
３
Ｒ（R

educe

＋

R
euse

＋R
ecycle

）に「R
efuse

（
リ
フ
ュ
ー
ズ
／
断
る
）」を
加
え
た
も
の
。
箸
や
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、包
装
な
ど
を
積
極
的
に
断
り
、購
入
し
な
い
こ
と
で
、そ
も
そ
も
ご

み
を
出
さ
な
い
と
い
う
考
え
方
。

活
動
を
通
し
て
社
会
人
力
が
身
に
付
い
た

令
和
５
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
報
告

　

地
域
と
の
連
携
や
学
内
活
性
化
に
向
け
た
学
生
の
活
動
を
大
学
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
令
和
５
年
度
に
採
択
さ
れ

た
４
件
の
う
ち
、
今
号
で
は
「
皇
學
館
大
学
リ
ト
ル
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
食
の
視
点
か
ら
考
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
す
る
。

　
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
男
性
が
地
域
で

本
を
共
有
し
よ
う
と
、
庭
先
に
作
っ

た
「
リ
ト
ル
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
小
さ
な
自
由
＆
無
料
図
書
館
）」。�

現
在
、
設
置
登
録
数
は
10
万
件
を
超

え
、
非
営
利
の
運
動
と
し
て
世
界�

１
０
０
カ
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ

の
運
動
を
ヒ
ン
ト
に
始
ま
っ
た
の
が

「
皇
學
館
大
学
リ
ト
ル
フ
リ
ー
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。

学
生
・
教
職
員
が
持
ち
寄
っ
た
私
物

の
本
を
誰
も
が
自
由
に
読
め
、
持
ち

帰
る
こ
と
も
で
き
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
帯
が
付
き
、
感

想
を
書
き
込
む
用
紙
が
挟
ま
れ
て
い

る
こ
と
。
ふ
み
く
ら
倶
楽
部
の
中
村

始
桜
さ
ん（
国
文
３
）は
「
ほ
か
の
リ

ト
ル
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
差
別

化
す
る
た
め
、
誰
か
が
本
に
触
れ
た

痕
跡
を
残
す
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
い

た
」
と
話
す
。
設
置
し
た
際
は
興
味

深
げ
に
本
を
手
に
取
る
学
生
が
多
か
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
食
の
視
点
か
ら
考

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
賞
味

期
限
が
近
い
も
の
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

印
刷
ミ
ス
等
で
余
剰
に
な
っ
た
食
品

を
企
業
や
団
体
か
ら
寄
付
し
て
も
ら

い
、
必
要
な
人
に
配
布
す
る
「
学
内

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
や
、
食
べ
物

を
無
駄
に
し
な
い
意
識
の
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
江
上
晃
太
さ
ん（
教
育
３
）は
食
品

ロ
ス
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

知
り
た
い
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
。
活
動
す
る
中
で
た
く
さ
ん
の
防

災
食
を
食
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
言

い
、「
防
災
食
は
お
い
し
く
な
い
と
い

っ
た
よ
う
で
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
よ
う
と
感
じ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　
ま
た
、
活
動
す
る
中
で
「
協
力
的

な
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
改
め

っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
強
か
っ

た
が
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
お
い
し

く
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
と
自

身
を
含
め
勉
強
に
な
っ
た
と
話
す
。

リ
メ
イ
ク
料
理
の
試
作
な
ど
食
材
を

無
駄
な
く
使
い
切
る
調
理
法
の
開
発

や
、
小
学
生
や
未
就
学
児
へ
の
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、「
絵

を
使
っ
た
り
簡
単
な
言
葉
に
置
き
換

え
て
説
明
し
た
り
と
工
夫
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
活
動
先
で
は
企
業
の
社
員
や
自
治

体
の
職
員
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、

「
言
葉
遣
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
る
自
分
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
」
と
も
語
る
江
上
さ
ん
。
深
い
学

び
の
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

表
会
」と
し
て
、「
伊
勢
志
摩
定
住
自

立
圏
共
生
学
」
副
専
攻
履
修
学
生
３

名
が
自
ら
の
専
門
領
域
と
圏
域
の
課

題
を
結
び
付
け
作
成
し
た
卒
業
論
文

（
研
究
）を
中
心
に
地
域
課
題
学
修
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

　
筒
井
琢
磨
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長

は
総
評
で
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る

に
は
企
画
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク（
効
果
測
定
）や
他
の
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活

動
、
市
町
と
の
連
携
、
横
の
繋
が
り

が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
齋
藤
平
副
学
長
が
閉
会
の

挨
拶
に
立
ち
、「
地
域
に
貢
献
で
き
る

力
は
本
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ

ー
の
一
つ
で
あ
り
、
全
学
生
に
求
め

ら
れ
る
力
。
本
日
は
い
ず
れ
の
発
表

て
気
付
い
た
」と
言
い
、「
大
学
生
で

あ
る
貴
重
な
期
間
を
使
っ
て
何
か
に

対
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
に
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
な
り
た

い
」
と
話
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
職
員
向
け
の
書
類
な
ど
活
動

を
通
し
て
身
に
付
い
た
文
書
を
作
成

す
る
力
を
卒
論
や
レ
ポ
ー
ト
に
生
か

し
た
い
と
語
っ
た
。

も
課
題
解
決
に
向
け
創
意
工
夫
を
し

て
お
り
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
き
、
地

域
で
皆
さ
ん
の
力
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と

期
待
を
述
べ
た
。

大学生による「大学生向けごみ分別啓発活動」メンバーの織田さん（左）と久保田さん

第２部ポスターセッションでは、「インクルーシ
ブスポーツ推進プロジェクト」がポスター賞
を受賞。佐久間美沙さん（左）、青木望実さん

大学職員のアドバイスを受け、５号館や7
号館の学生ホール等に設置

余剰の食品を使い切るリメイク
料理の試作

好評だった学内フードパントリー

中村さんが考案した感想カード（表裏）。
デザインは西潟史有香さん（国文3）が
担当
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令
和
5
年
度

奨
学
金
受
賞
者

学
内
奨
学
金
授
与

令
和
５
年
度

学
　
長

奨
励
賞

　●
皇
學
館
大
学
給
付
奨
学
金�

�

（
10
万
円
）

国
文
学
科
３
年�

西
潟
史
有
香

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

平
山　
未
菜

教
育
学
科
３
年�

安
藤
み
ち
子

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年�

中
西　
美
樹

●
岡
田
奨
学
金（
10
万
円
）

国
文
学
科
４
年�

正
木　
音
羽

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年�

板
﨑　
未
歩

教
育
学
科
２
年�

澤
村　
佳
純

教
育
学
専
攻
修
士
課
程
２
年 

�

上
田　
虎
徹

●
長
谷
奨
学
金（
10
万
円
）

国
史
学
科
４
年�

筒
井　
啓
仁

神
道
学
科
３
年�

姉
川　
優
妃

●
慶
光
院
俊
奨
学
金（
10
万
円
）

国
文
学
科
４
年�

三
宅
あ
ゆ
み

神
道
学
科
３
年�

藤
丸　
向
日

●
安
部
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
科
４
年�

福
田　
友
也

神
道
学
科
３
年�

中
島　
　
愛

神
道
学
科
２
年�

山
田
ひ
か
り

神
道
学
専
攻
１
年�

長
坂　
貴
秀

●
館
友
会
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
科
３
年�

中
川　
　
隼

国
文
学
科
３
年�

渡
部　
倖
世

国
史
学
科
３
年�

高
殿　
紗
綾

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

上
村　
駿
介

教
育
学
科
３
年�

奥
森　
晴
香

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年�

松
野　
笙
子

●
萼
の
会
教
育
奨
励
賞�

�

（
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分
）

神
道
学
科
４
年�

熊
崎　
響
子

国
文
学
科
４
年�

下
村　
莉
奈

国
史
学
科
４
年�

山
下　
拓
海

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
４
年 

�

森　
　
麗
名

教
育
学
科
４
年�

磯
部　
智
貴

教
育
学
科
４
年�

前
田　
朋
香

現
代
日
本
社
会
学
科
４
年�

石
井　
陽
菜

神
道
学
科
３
年�

網
岡　
茉
弥

国
文
学
科
３
年�

森
岡　
　
夢

国
史
学
科
３
年�

濱
口　
恵
美

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

戸
嶋　
詩
苑

教
育
学
科
３
年�

居
森
ふ
う
か

教
育
学
科
３
年�

森
岡　
達
也

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年�

角
谷　
透
哉

神
道
学
科
２
年�

釜
本
奏
太
朗

国
文
学
科
２
年�

山
中　
永
羽

国
史
学
科
２
年�

間
柄　
詩
織

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年 

�

南
出　
基
希

教
育
学
科
２
年�

上
野　
愛
奈

教
育
学
科
２
年�

岡
村　
真
秀

現
代
日
本
社
会
学
科
２
年�

生
田　
愛
奈

　
■
団
体
の
部

柔
道
部

●
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会（
男
子
7２

回
）出
場（
６
／
２４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝

大
会（
男
子
２５
回
）出
場（
1０
／
２1
）

■
個
人
の
部

松��

平��

瑶��

子（
国
文
４
）

●
第
39
回
読
売
書
法
展 

漢
字
部
門
で

秀
逸
賞

中��
川��

陽��

司（
教
育
１
）

●
第
39
回
Ｕ
２０
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
・
混
成
競
技
出
場
３
位（
６
／
1０

〜
11
）

本��

木��

靖��
剛（
教
育
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

山��

村��

隆��

斗（
教
育
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

澤��

田��

大��

輝（
現
日
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

島
　
　
健
　
輔（
現
日
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

瀧
　
川
　
　
力（
現
日
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

金��

山��

剛��

史（
教
育
３
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

若
　
谷
　
　
怜（
教
育
２
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

南
　
　
大
　
志（
現
日
２
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
出
場（
９
／
3０
、1０
／
１
）

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
サ
ブ
ス
ク
」案
で
、
現
日
の

生
田
愛
奈
さ
ん
、松
島
朋
花
さ
ん
が
優
秀
賞

33
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３

　
三
十
三
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
主
催
の
「
33
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
学
生
コ
ー
ス
に
お

い
て
、
現
代
日
本
社
会
学
科
２
年
の

生
田
愛
奈
さ
ん
、
松
島
朋
花
さ
ん
の

プ
ラ
ン
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
―
あ
な
た
に

あ
っ
た
安
全
性
と
デ
ザ
イ
ン
を
―
」

が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
３
月
４
日
、

四
日
市
商
工
会
議
所
で
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、
賞
状
と
賞
金
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　
プ
ラ
ン
考
案
の
き
っ
か
け
は
自
転

車
に
乗
っ
た
高
校
生
が
車
に
は
ね
ら

れ
亡
く
な
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
助
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
安
全
に
使
用
し
て
も
ら
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
思
い
付
い
た
。
内
閣

府
発
行
の
「
令
和
５
年
版
交
通
安
全

白
書
」
に
よ
る
と
、
平
成
25
年
か
ら

令
和
４
年
の
自
転
車
乗
車
中
の
死
亡

事
故
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着

用
時
は
着
用
時
と
比
べ
致
死
率
が
約

２・４
倍
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
４

月
１
日
よ
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
着
用
率
が

全
国
で
は
13
・
５
％
、
三
重
県
で
は

26・５
％
と
低
い
の
が
実
状
だ
。

文
科
省
視
学
官
を
迎
え

「
小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会
」開
催

〜
英
語
教
育
の
小
中
連
携
を
テ
ー
マ
に
〜

　
小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会�

2024-3�in�M
ie

（
主
催
／
小
学
校

英
語
教
育
学
会
三
重
支
部
・
三
重
県

小
学
校
英
語
教
育
研
究
会
、
後
援
／

皇
學
館
大
学・三
重
県
教
育
委
員
会・

伊
勢
市
教
育
委
員
会
・
志
摩
市
教
育

委
員
会
）が
３
月
２
日
、本
学
で
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
小
・
中
・
大
の

教
員
や
行
政
関
係
者
、
本
学
の
学
生

等
、
51
名
が
参
加
し
た
。

　
４
月
よ
り
小
学
校
３
年
生
か
ら
新

課
程
の
英
語
教
育
を
受
け
た
子
供
た

ち
が
初
め
て
中
学
校
へ
入
学
す
る
た

め
、
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
「
英
語
教

育
に
お
け
る
小
中
連
携
」で
あ
っ
た
。

午
前
中
は
、
志
摩
市
並
び
に
三
重
県

教
育
委
員
会
指
導
主
事
と
本
学
川
村

一
代
准
教
授
に
よ
る
「
小
中
連
携
を

図
る
英
語
教
育
教
員
研
修
パ
ッ
ケ
ー

令和5年度 春季フィールドワーク日程一覧
学科 引率教員 日　　程 目的地・方面

国　
　
　
　
　

内

コミ 張　　　磊 ２ /２6㈪〜 ２ /２9㈭ 北海道

教育

萩 原 浩 司　渡 邉 賢 二 ２ /２４㈯〜 ２ /２7㈫ 九州（福岡・長崎）

吉 田 明 弘　吉 田 直 樹
豊 住 　誠 ２ /２４㈯〜 ２ /２7㈫ 沖縄

加藤　純一 ２ /２５㈰〜 ２ /２7㈫ 九州（福岡・長崎）

中 條 敦 仁　野々垣明子 ２ /２５㈰〜 ２ /２9㈭ 九州（福岡・長崎・佐賀）

上 野 祐 一　小川真由子 ２ /２6㈪〜 ２ /２8㈬ 沖縄

井 上 兼 一　渡 邉 　毅 ２ /２6㈪〜 ２ /２9㈭ 広島、岡山

土 谷 長 子 ２ /２9㈭〜 3 / ２ ㈯ 沖縄

片 山 靖 富　叶　 俊 文 3 / ５ ㈫〜 3 / 8 ㈮ 北海道

海　

外
教育

大 杉 成 喜　高橋摩衣子
駒 田 聡 子 ２ /２４㈯〜 ２ /２7㈫ 韓国（ソウル特別市・京畿道義王市）

佐 藤 武 尊 3 / ４ ㈪〜 3 / 8 ㈮ タイ（バンコク）

ジ　
三
重
バ
ー
ジ
ョ
ン
」、昨
年
度
小

学
校
で
英
語
の
授
業
を
行
っ
た
中
学

校
教
諭
に
よ
る
「
中
学
校
へ
の
円
滑

な
接
続
を
見
据
え
た
小
学
校
英
語
の

指
導
内
容
の
工
夫
に
つ
い
て
」
と
い

う
実
践
報
告
が
あ
っ
た
。
午
後
は
、

文
部
科
学
省
直
山
木
綿
子
視
学
官
の

講
演
「
円
滑
な
小
中
連
携
の
た
め
に

―
共
通
点
と
相
違
点
を
踏
ま
え
て
指

導
す
る
―
」
が
あ
り
、
小
中
連
携
の

重
要
性
や
具
体
を
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た

だ
い
た
。

　
本
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
る
の
は

５
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
本
会
の
ス
タ

ッ
フ
や
参
加
者
の
中
に
は
本
学
出
身

者
が
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
母

校
を
懐
か
し
む
姿
も
見
ら
れ
た
。

川
村
一
代
（
本
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

准
教
授
・
小
学
校
英
語
教
育
学
会
三
重
県
理

事
・
三
重
県
小
学
校
英
語
教
育
研
究
会
会
長
）

　
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
を
通
し
て

生
田
さ
ん
は
「
現
状
を
踏
ま
え
て
課

題
を
発
見
し
、
解
決
に
向
け
深
く
考

え
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
伝
え
方
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
」

と
語
り
、
松
島
さ
ん
は
「
プ
ラ
ン
の

必
要
性
が
伝
わ
る
よ

う
論
理
的
な
デ
ー
タ

や
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
た
。

何
度
も
話
し
合
い
考

え
た
こ
と
で
よ
り
よ

い
プ
ラ
ン
に
な
っ
た

と
思
う
」と
話
し
た
。

２
人
と
も
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
こ
と
に
驚

い
た
よ
う
で
、「
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
生

田
さ
ん
は
「
表
彰
式

で
見
た
他
の
応
募
者

の
発
表
を
手
本
に
し
て
自
身
の
プ
レ

ゼ
ン
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」、松

島
さ
ん
は
「
就
職
活
動
に
今
回
の
経

験
を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
」と
語
り
、

実
り
多
い
体
験
と
な
っ
た
。

小中連携についてご講演される直山視学官

◆
伏
見
稲
荷
大
社
奨
学
金（
24
万
円
）

神
道
学
科
４
年�
豊
田　
蒼
空

神
道
学
科
３
年�
久
米
橋
幹
太

神
道
学
科
２
年�
赤
堀　
寛
弥

◆
神
宮
特
別
奨
学
金（
20
万
円
）

神
道
学
科
４
年�

鎌
田　
千
寛

神
道
学
科
３
年�

鈴
木　
秋
津

◆
全
国
敬
神
婦
人
連
合
会
奨
学
金�

�

（
15
万
円
）

神
道
学
科
３
年�

渡
部
希
実
子

◆
八
坂
神
社
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年 

�

水
谷　
恭
子

賞状と副賞を手に喜ぶ生田さん（左）と松島さん

学
外
奨
学
金
授
与
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令和 5年度 教学振興会寄付金納入状況報告
� 令和 6 年 3 月31日現在

区　　分
令和 5年度 平成26年度〜令和 5年度

合　計
寄付件数 寄付金額（円） 寄付件数 寄付金額（円）

宗 教 界 7 1,005,000 1,264 145,165,000

企 業 3 260,000 145 10,450,000

館 友 53 602,000 2,334 29,314,000

萼の会会員 147 1,190,000 2,104 15,635,000
高 等 学 校
保 護 者 34 265,000 624 4,606,000

中 学 校
保 護 者 6 85,000 204 1,940,000

一 般
（篤志家等） 7 168,000 59 4,761,000

本法人関係 193 3,877,500 1,602 25,945,000

合 計 450 7,452,500 8,336 237,816,000

令
和
5
年
度 

ご
入
会
者
ご
芳
名
（
再
入
会
者
含
む
）

　令和 5年度も多くの皆様にご支援をいただき、厚く御礼申し
上げます。下表の通り、令和 5年度の納入状況及びクラブへの
配分金額をご報告させていただきます。
　「皇學館クラブ応援メッセージ募金」は、クラブ活動を通して
学生・生徒の主体性等を伸ばすために開設しました。ホームペー
ジから、支援したいクラブをご指定いただき、募金手続きやメッ
セージの投稿が可能となっております。いただいた募金は、指定
されたクラブに年 2回にわけてお渡しし、投稿メッセージはク
ラブにお伝えし、ホームページでもご紹介させていただきます。
　詳細は、右記から公式ホームページ内の寄付金
ページにてご確認ください。
　令和 6年度も、引き続き皆様からのご支援を賜
りますようよろしくお願い申し上げます。

令和 5年度
クラブ応援
メッセージ募金
納入状況報告
（令和 6年 3月31日現在）

区　　分 件数 納入金額（円）

企 業 6 172,000

館 　 　 　 友 54 495,000

萼 の 会 会 員 6 46,000

一  般（篤志家等） 1 10,000

本 法 人 関 係 14 92,000

合　　計 81 815,000

令和 5年度
クラブ別
配分金額状況

※各クラブへの配分
金額は、寄付金額
から手数料を差し
引いた金額となっ
ております。

指定先クラブ名 件数 配分金額（円）

1 大学柔道部 6 146,695

2 大学硬式野球部 14 108,624

3 大学文芸部 2 103,000

4 大学弓道部 12 99,392

5 大学雅楽部 10 84,324

6 大学ソフトテニス部 3 43,133

7 大学女子軟式野球部 5 41,137

8 大学居合道部 4 24,392

9 大学剣道部 3 22,770

10 大学排球部 2 19,770

11 大学サッカー部 1 19,450

12 大学駅伝競走部 2 11,635

13 大学祭式研究部 2 10,977

14 大学空手道部 2 10,770

15 大学競技かるた部 1 9,770

16 大学茶道部 1 9,770

17 大学バドミントン部 2 8,000

18 大学写真部 2 8,000

19 大学合気道部 2 7,802

20 大学陸上競技部 1 5,000

21 大学バスケットボール部 2 3,000

22 大学軽音楽部（JAZZ） 1 3,000

23 大学軽音楽部（ROCK） 1 977

計 81 801,388

代 行 手 数 料＊ 13,612

合　　計 815,000

＊代行手数料：クレジット会社等の決済代行に伴う手数料。

教
学
振
興
会

寄
付
者
芳
名

　
平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に

対
し
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
謹
ん
で
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
教
学
振
興
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
方
々

の
ご
入
会
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
改
め
ま

し
て
皆
様
方
の
ご
芳
志
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
本
学
の
建
学
の
精
神
は

明
治
33
年
に
賜
わ
っ
た
賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下

の
令
旨
に
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
即
ち
我

が
皇
學
館
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
一
口
で
表

現
す
れ
ば
日
本
の
道
義
の
確
立
と
探
究
、
か

つ
、
そ
の
実
践
に
あ
り
ま
す
。
教
学
振
興
会

で
は
そ
う
し
た
社
会
有
為
の
人
材
を
育
成
す

べ
く
、
様
々
な
修
学
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え

に
よ
る
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
、
更
な
る
教

育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
令
和
５
年
度
に
ご
入
会
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
方
の
ご
芳
名
及
び
寄
付
金
納
入

状
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
教
学
振
興
会
」
へ
の
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

宗 

教 

界

東
京
都

全
国
神
社
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
様

愛
知
県

龍
城
神
社
様

大
阪
府

住
吉
大
社
様

兵
庫
県宗

教
法
人
四
宮
神
社
様

広
島
県

広
島
護
国
神
社
様

熊
本
県

本
戸
馬
場
八
幡
宮
様

企
　
　
業

三
重
県

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店
様

有
限
会
社
エ
コ
ス
ム
様

フ
コ
ク
商
事
株
式
会
社
様

館
　
　
友

福
島
県

丹
　
治
　
政
　
文
様

千
葉
県

渡
　
辺
　
篤
　
史
様

東
京
都

神
　
山
　
信
　
一
様

神
　
宮
　
　
　
滋
様

福
井
県

上
　
原
　
　
　
徹
様

静
岡
県

朝
　
日
　
啓
　
之
様

渥
　
美
　
博
　
康
様

愛
知
県

齋
　
藤
　
延
　
和
様

高
　
羽
　
伸
　
浩
様

堀
　
田
　
正
　
裕
様

森
　
岡
　
正
　
視
様

京
都
府

尾
　
㟢
　
俊
　
廣
様

中
　
西
　
和
　
之
様

大
阪
府

河
原
田
　
良
　
一
様

岡
山
県

奥
　
西
　
道
　
浩
様

但
　
田
　
康
　
秀
様

山
口
県

津
　
村
　
治
　
之
様

長
崎
県

村
　
田
　
徹
　
郎
様

萼
の
会
会
員

神
道
学
科淺

　
岡
　
　
　
嗣
様

天
　
立
　
雅
　
浩
様

在
　
原
　
哲
　
也
様

今 

屋 

敷 

い 

づ 

み
様

岡
　
澤
　
和
　
彦
様

佐
　
伯
　
　
　
敦
様

佐
　
藤
　
裕
実
栄
様

多
　
田
　
光
　
久
様

田
　
中
　
ま
さ
子
様

豊
　
田
　
祥
　
史
様

中
　
村
　
明
　
里
様

野
　
村
　
尚
　
徳
様

野
　
村
　
秀
　
海
様

日
比
野
　
　
　
健
様

平
　
田
　
和
　
仁
様

福
　
田
　
真
　
人
様

布
　
藤
　
拓
　
也
様

本
　
田
　
正
　
博
様

三
　
谷
　
剛
　
史
様

宮
　
岡
　
清
　
容
様

安
　
田
　
光
　
宏
様

安
　
富
　
義
　
文
様

吉
　
田
　
洋
　
明
様

国
文
学
科伊

　
藤
　
紀
　
子
様

臼
　
杵
　
　
　
力
様

加
　
藤
　
欽
　
也
様

北
　
仲
　
　
　
徹
様

酒
　
井
　
浩
　
幸
様

佐
々
木
　
智
　
子
様

髙
　
原
　
勝
　
行
様

玉
　
置
　
英
　
樹
様

中
　
村
　
昌
　
子
様

西
　
岡
　
政
　
信
様

西
　
村
　
彰
　
剛
様

村
　
田
　
　
　
仁
様

山
　
崎
　
亜
衣
子
様

山
　
田
　
美
保
子
様

国
史
学
科青

　
木
　
秀
　
敏
様

石
　
垣
　
加
奈
子
様

岩
　
島
　
典
　
彦
様

岩
　
田
　
美
　
香
様

浦
　
山
　
寿
　
夫
様

大
　
関
　
　
　
浩
様

大
　
田
　
圭
　
一
様

奥
　
田
　
　
　
明
様

小
久
保
　
雅
　
広
様

德
　
重
　
進
　
一
様

中
　
尾
　
和
　
男
様

中
　
村
　
　
　
敦
様

西
　
脇
　
　
　
豊
様

濱
　
口
　
重
　
人
様

廣
　
永
　
隆
　
二
様

牧
　
島
　
光
　
彦
様

宮
　
重
　
博
　
充
様

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

落
　
合
　
春
　
樹
様

澤
　
田
　
　
　
啓
様

東
　
　
　
長
　
生
様

堀
　
木
　
喜
　
一
様

前
　
田
　
則
　
生
様

脇
　
田
　
靖
　
彦
様

教
育
学
科朝

　
本
　
夕
　
子
様

安
　
達
　
真
　
理
様

泉
　
　
　
秀
　
明
様

一
　
海
　
孝
　
治
様

伊
　
藤
　
隆
　
史
様

伊
　
藤
　
達
　
広
様

上
　
野
　
和
　
生
様

鵜
　
飼
　
奈
津
紀
様

宇
　
野
　
貴
　
宏
様

岡
　
田
　
師
　
子
様

垣
　
本
　
　
　
優
様

片
　
山
　
元
　
行
様

上
　
薄
　
政
　
史
様

鴨
　
川
　
勝
　
市
様

唐
　
川
　
浩
　
司
様

川
　
上
　
元
　
也
様

河
　
村
　
直
　
子
様

佐
々
木
　
　
　
徹
様

田
　
尻
　
詠
里
香
様

田
　
中
　
俊
　
嗣
様

堤
　
　
　
登
資
恵
様

中
　
　
　
英
　
司
様

中
　
本
　
喜
美
子
様

西
　
村
　
哲
　
哉
様

二
　
宮
　
弓
紀
路
様

濵
　
中
　
一
　
輝
様

松
　
浦
　
英
　
幸
様

松
　
尾
　
清
　
弘
様

松
　
岡
　
隆
　
法
様

水
　
谷
　
公
　
治
様

村
　
田
　
智
　
昭
様

安
　
江
　
豊
　
都
様

谷
田
貝
　
　
　
博
様

山
　
賀
　
久
　
幸
様

若
　
松
　
和
　
樹
様

現
代
日
本
社
会
学
科

伊
　
藤
　
彰
　
浩
様

伊
　
藤
　
博
　
也
様

奥
　
村
　
　
　
剛
様

勝
　
谷
　
久
　
隆
様

加
　
藤
　
久
　
麿
様

加
　
藤
　
英
　
紀
様

須
　
藤
　
健
　
司
様

武
　
田
　
晴
　
之
様

中
　
村
　
恭
　
子
様

橋
　
本
　
典
　
久
様

舞
　
野
　
幸
　
伸
様

村
　
井
　
清
　
人
様

森
　
田
　
　
　
一
様

神
道
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

川
原
田
　
　
　
敦
様

平
　
田
　
和
　
仁
様

神
道
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

直
　
井
　
重
　
俊
様

教
育
学
専
攻
修
士
課
程

髙
　
野
　
徳
　
男
様

神
道
学
専
攻
科

後
　
藤
　
小
夜
子
様

正
　
村
　
秀
　
子
様

服
　
部
　
匡
　
記
様

高
等
学
校
保
護
者

阿
　
形
　
幸
　
信
様

阿
　
藤
　
正
　
樹
様

上
　
田
　
ち
ず
み
様

牛
　
場
　
正
　
人
様

大
　
川
　
　
　
純
様

太
　
田
　
博
　
明
様

大
　
西
　
伸
　
宏
様

岡
　
田
　
　
　
誠
様

押
　
田
　
一
　
高
様

唐
　
川
　
智
　
加
様

北
　
岡
　
　
　
悠
様

北
　
橋
　
輝
　
一
様

楠
　
木
　
孝
　
道
様

小
松
原
　
勝
　
利
様

嶋
　
垣
　
智
　
之
様

田
　
所
　
敏
　
彦
様

辻
　
本
　
泰
　
之
様

富
　
岡
　
宏
　
幸
様

橋
　
爪
　
仙
　
彦
様

向
　
出
　
幸
　
司
様

山
　
下
　
弓
　
子
様

山
　
中
　
圭
　
太
様

中
学
校
保
護
者

上
　
村
　
浩
　
一
様

蔦
　
井
　
正
　
彦
様

古
　
川
　
大
　
介
様

一
般（
篤
志
家
等
）

愛
知
県

早
　
川
　
義
　
文
様

若
　
松
　
直
　
樹
様

三
重
県

太
　
田
　
　
　
優
様

福
岡
県

有
　
田
　
福
　
雄
様

本
法
人
関
係

教
職
員

井
　
出
　
　
　
宏
様

鵜
　
沼
　
憲
　
晴
様

大
　
井
　
智
香
子
様

大
　
杉
　
成
　
喜
様

大
　
山
　
あ
す
か
様

笠
　
原
　
正
　
嗣
様

加
　
藤
　
純
　
一
様

河
　
原
　
英
　
幸
様

木
　
村
　
尚
　
志
様

髙
　
山
　
　
　
航
様

田
　
中
　
康
　
二
様

中
　
山
　
　
　
郁
様

服
　
部
　
直
　
美
様

前
　
川
　
航
　
希
様

増
　
田
　
圭
　
佑
様

村
　
瀬
　
雅
　
俊
様

森
　
本
　
紋
　
菜
様

吉
　
川
　
由
喜
子
様

（
五
十
音
順
）

皇學館クラブ応援メッセージ募金の御礼
ご
挨
拶�

学
校
法
人
皇
學
館 

理
事
長
　
小
串
和
夫

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ

な
い
方
々
に
つ
い
て
は
、別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
宗
教
界
1
社 

◦
館
友
4
名 

◦
萼
の
会
会
員
32
名 

◦
一
般（
篤
志
家
等
）1
名

◦
高
等
学
校
保
護
者
12
名 

◦
中
学
校
保
護
者
3
名  

◦
本
法
人
関
係
28
名

令和5年10月26日に行われた皇學館クラブ応援メッセージ募金授与式
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「
神
道
史
か
ら
見
た
明
治
維
新
」 　 

公
開
学
術
講
演
会

夏
休
み
親
子
教
室

古
文
書
講
座
と
公
開
講
座
が
好
評 

企
画
展「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡 

　
新
発
見・橋
村
家
伝
来

資
料
か
ら
　
」

教
養
講
座「
伊
勢
御
師
の
家
伝
資
料
を
紐
解
く 

〜
橋
村
一
族
の
す
べ
て
〜
」を
開
催

「
澤
瀉
久
孝
の
万
葉
学
と
周
辺
」 　 

公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
25
年
に
発
足
し
て
以
来
、研
究
の
成
果
を
発
信
し
、地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
期
待
が
か
か
る
「
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
」。

令
和
５
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
歴
史
学
者
・
宗
教
学
者
で
、
神
道

史
・
国
学
史
研
究
を
ご
専
門
と
す
る

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
の
武
田

秀
章
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
公
開
学

術
講
演
会
「
神
道
史
か
ら
見
た
明
治

維
新
」が
令
和
５
年
７
月
６
日
、本
学

４
号
館
４
３
１
教
室
で
開
催
さ
れ
、

37
人
が
参
加
し
た
。

　
武
田
氏
は
、
鳥
取
藩
出
身
の
国
学

者
門
脇
重
綾
に
つ
い
て
、
門
脇
家
資

料
を
中
心
に
用
い
、
福
羽
美
静
ら
と

近
代
皇
室
祭
祀
制
度
・
神
祇
制
度
形

成
・
国
民
強
化
体
制
創
出
に
尽
力
し

　
神
道
博
物
館
教
養
講
座
は
、
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
の
た

め
の
講
座
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
は

伊
勢
御
師
橋
村
大
夫
関
係
資
料
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
４
名
の
講
師
に
よ
り

以
下
の
と
お
り
開
催
し
た
。

第
１
回�

５
月
27
日

「
足
代
弘
訓
と
橋
村
正
克
」

講
師　

浦
野
綾
子

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
学
芸
員

第
2
回�

６
月
17
日

「
橋
村
家
と
檀
家
の
近
代 

　
参
宮
人
帳
を
手
が
か
り
に
　
」

講
師　

谷
口
裕
信

皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授

第
3
回�

10
月
21
日

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

過
程
を
解
明
す
る
た
め
に
、
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
調
査
過
程
で

確
認
し
た
史
料
の
紹
介
と
、
澤
瀉
久

孝
の
万
葉
学
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る

研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
登
壇
者
／
橋
本
雅
之（
本
学
教
授
）

〈
新
史
料「
藤
波
家
伝
来
澤
瀉
本『
神

祇
令
』
巻
第
三
」
紹
介
〉、
大
島
信
生

（
本
学
教
授
）〈
澤
瀉
久
孝
の
『
萬
葉

集
注
釋
』〉、
田
中
康
二（
本
学
教
授
）

　
学
園
報
99
号
で
既
報
の
通
り
、
公

開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
澤
瀉
久
孝

の
万
葉
学
と
周
辺
」
が
令
和
５
年
12

月
16
日
、
本
学
神
道
博
物
館
講
義
室

で
開
催
さ
れ
、
30
人
が
参
加
し
た
。

　
本
学
附
属
図
書
館
の
澤
瀉
久
孝
文

庫
に
は
、
数
多
く
の
万
葉
集
関
係
の

資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
澤
瀉
博
士
の
万

葉
学
形
成
を
考
え
る
上
で
と
り
わ
け

貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
形
成

　
史
料
編
纂
所
で
は
、
例
年
通
り
、

一
般
市
民
の
方
々
に
編
纂
所
の
事
業

内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

古
文
書
講
座
と
公
開
講
座
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
７

月
と
９
月
に
谷
戸
佑
紀
准
教
授
（
文

学
部
国
史
学
科
）を
、10
月
と
12
月
に

は
小
林
郁
助
教
（
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
）を
そ
れ
ぞ
れ
講
師
に
迎
え
、

中
近
世
の
御
師
関
係
の
文
書
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
文

書
の
一
字
一
字
の
解
読
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
聴
講
生
の
方
々

　
企
画
展
「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡

　
新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら

　
令
和
６
年
２
月
21
日
、
本
学
考

古
学
研
究
会
に
所
属
す
る
学
生
が

株
式
会
社
湊
の
敷
地
内
に
あ
る
宇

治
会
合
所
（
江
戸
時
代
に
お
け
る

宇
治
の
自
治
組
織
の
役
所
）
跡
の

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
洗

浄
作
業
に
あ
た
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
皇
大
神
宮（
内
宮
）の

鳥
居
前
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た

宇
治
お
は
ら
い
町
の
歴
史
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
、
同
研
究
会
が
令

和
４
年
か
ら
同
５
年
に
か
け
３
回

に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
学
術
発
掘

調
査
の
一
環
。
研
究
会
を
率
い
る

岡
田
登
本
学
名
誉
教
授
は
慶
光
院

邸
敷
地
内「
常
慶
院
跡
」、百
五
銀

行
内
宮
前
支
店
改
築
現
場
「
中
川

新
神
主
邸
跡
」、今
回
の「
宇
治
会

合
所
跡
」
の
調
査
に
よ
っ
て
、
宇

治
の
町
は
下
流
域
か
ら
宇
治
橋
前

の
上
流
域
へ
と
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
開
発
が
進
ん
で
き
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
語
る
。
さ
ら
に
「
宇
治

会
合
所
跡
」
で
は
約
１
３
０
枚
に

及
ぶ
銅
銭
が
出
土
し
た
こ
と
か

ら
、「
三
重
県
下
に
お
い
て
こ
れ
だ

け
の
狭
い
範
囲
で
大
量
に
出
て
く

る
の
は
特
異
。
埋
め
立
て
に
あ
た

り
、
土
地
の
神
様
を
鎮
め
る
た
め

に
撒
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
し
た
。

　
発
掘
作
業
か
ら
参
加
し
て
い
る

若
林
祥
吾
さ
ん（
国
史
2
）は
「
出

土
品
に
焼
け
跡
が
な
い
の
で
地
震

な
ど
天
災
に
よ
っ
て
割
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
意
図
的
に
壊
し
て
埋

め
た
説
が
有
力
」と
語
り
、「
掘
る

の
も
楽
し
い
が
、
接
合
す
る
土
器

片
を
見
つ
け
て
復
元
す
る
作
業
も

好
き
。
一
つ
ひ
と
つ
、
掘
っ
た
成

果
が
形
に
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。
岡
田
教
授
は

「
将
来
学
芸
員
を
め
ざ
す
学
生
に

と
っ
て
、
こ
う
し
た
経
験
を
積
ん

で
い
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
差
と

な
る
。
埋
蔵
品
は
本
来
博
物
館
の

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
展
示
さ

れ
、
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
触
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
発
掘
調
査

や
洗
浄
作
業
を
体
験
し
た
学
生
は

埋
め
ら
れ
て
い
た
場
所
や
状
態
か

ら
仮
説
を
立
て
た
り
、
出
土
品
の

重
さ
や
手
触
り
を
実
際
に
肌
で
感

じ
た
り
し
て
、
貴
重
な
学
び
の
機

会
に
な
っ
た
は
ず
」
と
話
し
た
。

神
道
研
究
所

史
料
編
纂
所

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
恒
例
の
公
開
講

座
を
開
催
し
、荊
木
美
行
教
授（
史
料

編
纂
所
）が「
古
代
の
志
摩
国
」と
い

う
演
題
で
、
正
倉
院
文
書
の
「
志
摩

国
輸
庸
帳
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
、
令
和
６
年
度
で
停

年
を
迎
え
る
荊
木
教
授
の
“
最
終
講

義
”
で
し
た
。

　
ま
た
、
史
料
編
纂
所
で
は
、
編
年

史
料
集
や
古
文
書
の
飜
刻
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
５
年
度
は
、
第

１
部
門
の
成
果
と
し
て
、「
日
本
後
紀

史
料（
稿
）番
外
編
」
を
セ
ン
タ
ー
紀

要
第
10
号
に
掲
載
し
、『
日
本
後
紀
史

料
』
の
編
纂
の
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
第
２
部
門
で
は
資
料
叢
書
11

と
し
て
『
福
島
大
夫
文
書
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。
福
嶋（
福
島
）御
塩
焼
大

夫
関
係
文
書
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

史
料
編
纂
所
所
蔵
分
・
別
府
市
八
幡

朝
見
神
社
所
蔵
分
・
福
島
信
吾
氏
所

蔵
分
を
活
字
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
回
神
宮
文
庫
所
蔵
の
も
の
を

翻
刻
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
文

書
の
飜
刻
は
す
べ
て
完
了
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
以
来
の

福
嶋（
福
島
）御
塩
焼
大
夫
の
活
動
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、
御
師
研
究
に
と
っ
て
は
大
き
な

福
音
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
日
本
後
紀
史
料
』は
先
に
完
結
し

た
『
続
日
本
紀
史
料
』
全
20
巻
22
冊

に
つ
ぐ
大
事
業
で
、
８
年
後
に
控
え

た
創
立
１
５
０
周
年
の
記
念
の
年
ま

で
に
完
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
関
係
者
は
日
夜
努
力
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
大
方
の
ご
支

援
を
乞
う
次
第
で
す
。

　
」
が
令
和
５
年
10
月
２
日
〜
11
月

30
日
に
開
催
さ
れ
た
。中
世・近
世
に

お
け
る
熱
狂
的
な
伊
勢
参
宮
ブ
ー
ム

を
牽
引
し
た「
伊
勢
御
師
」の
姿
は
、

現
存
す
る
多
く
の
歴
史
資
料
か
ら
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。本
展
で
は
、

代
々
神
宮
権
禰
宜
を
務
め
、
約
31
万

軒
の
檀
家
を
擁
す
る
御
師
で
も
あ
っ

た
橋
村
一
族
に
つ
い
て
、
近
年
新
た

に
発
見
さ
れ
た
膨
大
な
家
伝
資
料
を

「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡  

　
新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら
　
」

講
師　

小　
林　
　
郁

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員

第
4
回�

11
月
18
日

「
伊
勢
の
石
仏
・
石
塔
」

講
師　

竹
田
憲
治

皇
學
館
大
学
非
常
勤
講
師

　
夏
休
み
親
子
教
室
は
、
日
本
の
伝

統
・
郷
土
の
文
化
に
関
す
る
体
験
を

通
し
て
、
子
ど
も
達
に
日
本
人
の
感

性
や
心
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
昨
年
度
よ
り
佐
川

記
念
神
道
博
物
館
学
芸
員
監
修
の
も

た
と
述
べ
、
祭
政
一
致
の
実
現
が
重

綾
の
若
年
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
と

講
じ
た
。

　
こ
の
講
演
の
内
容
は
、『
皇
學
館
大

学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』

第
11
号
に
収
録
予
定
で
あ
る
。

〈
国
学
者
の
万
葉
研
究
と
詠
歌
〉、
齋

藤
平（
本
学
副
学
長
・
教
授
）〈
澤
瀉

久
孝
と
新
村
出
〉

　
な
お
、報
告
の
内
容
は
、『
皇
學
館

大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀

要
』
第
11
号
に
収
録
予
定
で
あ
る
。

と
、
本
学
の
学
芸
員
課
程
履
修
生
が

企
画
・
運
営
を
し
て
い
る
。
令
和
５

年
度
は
「
立
版
古
を
作
ろ
う
」（
７
月

30
日
）、「
和
本
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
」

（
８
月
４
日
）の
２
企
画
を
１
日
ず
つ

開
催
。
伊
勢
市
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
、
53
組
１
２
８
名
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
。（
詳
細
は
学
園
報
第
97

号
）

一
挙
公
開
し
、「
お
伊
勢
参
り
」の
立

役
者
で
あ
る
伊
勢
御
師
の
実
態
や
、

御
師
制
度
廃
止
以
降
の
橋
村
一
族
の

動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

学
生
が
出
土
品
の
洗
浄
作
業

宇
治
お
は
ら
い
町
の
歴
史
の
一
端
が
明
ら
か
に

皇
學
館
大
学
考
古
学
研
究
会

古
代
律
令
研
究
の
貴
重
な
史
料
と
な
る

「
神
祇
令
」が
68
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た

洗浄作業に没頭する学生たち

洗浄作業後は復元
に取り掛かる

講演中の武田秀章教授

「立版古を作ろう」の様子

展示風景

内宮御師の古文書について話す谷戸佑紀
准教授
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６
月

	

８
日	

◦
進
路
講
話

	

15
日	

◦
月
次
祭
・
神
宮
参
拝【
中
止
】

	

25
日	

◦
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

26
日	

◦
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
推
進

事
業

７
月

	

４
日	

◦
期
末
考
査
〜
７
日

	

８
日	

◦
中
体
連
夏
季
大
会
〜
９
日

	

15
日	

◦
中
体
連
夏
季
大
会
〜
16
日

	

18
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
19
日

	

20
日	

◦
終
業
式

	

21
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
8
月
29
日

	

26
日	

◦
県
中
学
総
合
体
育
大
会
〜
31
日

	

30
日	

◦
私
立
中
学
フ
ェ
ア
２
０
２
３

８
月

	

５
日	

◦
東
海
中
学
総
合
体
育
大
会
〜
10
日

	

17
日	

◦
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会	

〜
26
日

	

30
日	

◦
始
業
式

９
月

	

５
日	

◦
第
２
回
実
力
テ
ス
ト

	

9
日	

◦
部
活
体
験
会
＆
施
設
見
学
会

	

16
日	

◦
皇
中
祭
〜
17
日

	

18
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ

	

21
日	

◦
１
年
生
宿
泊
研
修
〜
22
日

	

30
日	

◦
中
体
連
秋
季
大
会
〜
10
月
１
日

10
月

	

5
日	

◦
周
年
記
念
中
高
合
同
体
育
大
会

	

６
日	

◦
２
年
生
宿
泊
研
修
〜
７
日

	

12
日	

◦
中
部
私
学
大
会（
三
重
）
〜
13
日

	

16
日	

◦
中
間
考
査
〜
19
日

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

21
日	

◦
三
重
県
私
学
大
会

	

25
日	

◦
授
業
参
観

	

28
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日

11
月

	

２
日	

◦
高
校
創
立
60
周
年
中
学
校
創
立
45

周
年
記
念
行
事

	

５
日	

◦
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

12
日	

◦
３
年
生
修
学
旅
行
〜
15
日

	

25
日	

◦
私
立
連
合
会
講
演
会

　��

◦
保
護
者
会
後
援
会
研
修
旅
行

12
月

	

１
日	

◦
期
末
考
査
〜
５
日

	

５
日	

◦
薬
物
乱
用
防
止
講
座

	

６
日	

◦
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

11
日	

◦
人
権
学
習

	

12
日	

◦
月
次
祭
・
神
宮
参
拝【
中
止
】

	

20
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
21
日

	

22
日	

◦
終
業
式

	

25
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
6
日

１
月

	

５
日	

◦
令
和
６
年
度
入
学
試
験
Ｓ
日
程

	

８
日	

◦
令
和
６
年
度
入
学
試
験
Ａ
日
程

	

９
日	

◦
始
業
式

	

15
日	

◦
第
３
回
実
力
テ
ス
ト

	

17
日	

◦
火
災
避
難
訓
練

２
月

	

１
日	

◦
百
人
一
首
大
会

	

９
日	

◦「
建
国
記
念
の
日
」の
講
演

	

22
日	

◦
３
年
英
語
で
伊
勢
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

３
月

	

２
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
６
日

	

７
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	
	

◦
地
震
避
難
訓
練（
中
高
合
同
）

	

11
日	

◦
卒
業
探
究
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表

	

13
日	

◦
人
権
教
育
講
演
会

	

16
日	

◦
３
年
生
を
送
る
会

	
	

◦
卒
業
探
究
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表

	

19
日	

◦
終
業
式
・
卒
業
式

	

20
日	

◦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
短
期
語
学
研
修
〜
29
日

	

21
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
４
月
７
日

６
月

	

３
日	

◦
２
年
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

	

15
日	

◦
月
次
祭
・
神
宮
参
拝【
中
止
】

	

17
日	

◦
東
海
総
体
〜
18
日

	

20
日	

◦
２
年
生
修
学
旅
行（
先
発
）
〜
23
日

	

21
日	

◦
２
年
生
修
学
旅
行（
後
発
）
〜
24
日

７
月

	

３
日	

◦
期
末
考
査
〜
７
日

	

７
日	

◦
校
友
会
本
部
役
員
立
会
演
説
会

	

11
日	

◦
人
権
学
習
Ⅰ

	

13
日	

◦
薬
物
乱
用
防
止
講
演

	

14
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
〜
15
日

	

18
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
19
日

	

20
日	

◦
終
業
式

	

21
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
８
月
29
日

	

24
日	

◦
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
〜
８
月
５
日

８
月

	

30
日	

◦
始
業
式

	

31
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
3
年
）

９
月

	

２
日	

◦
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル	

〜
３
日

	

14
日	

◦
皇
高
祭（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
）

	

15
日	

◦
皇
高
祭（
学
校
）

	

18
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ

	

30
日	

◦
１
年
保
護
者
対
象
文
理
説
明
会

10
月

	

５
日	

◦
周
年
記
念
中
高
合
同
体
育
大
会

	

12
日	

◦
中
部
私
学
大
会（
三
重
）
〜
13
日

	

15
日	

◦
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

16
日	

◦
中
間
考
査
〜
20
日

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

21
日	

◦
三
重
県
私
学
大
会

	

28
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日

11
月

	

２
日	

◦
高
校
創
立
60
周
年
中
学
校
創
立
45

周
年
記
念
行
事

	

10
日	

◦
近
畿
高
校
総
合
文
化
祭（
兼
第
44
回

み
え
高
文
祭
）
〜
19
日

	

11
日	

◦
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

25
日	

◦
保
護
者
会
後
援
会
研
修
旅
行

12
月

	

１
日	

◦
期
末
・
卒
業
考
査
〜
６
日

	

11
日	

◦
人
権
学
習
Ⅱ

	

12
日	

◦
月
次
祭
・
神
宮
参
拝【
中
止
】

	

19
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

20
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
21
日

	

22
日	

◦
終
業
式

	

23
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
６
日

１
月

	

９
日	

◦
始
業
式

	
	

◦
火
災
避
難
訓
練

	

10
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
１
・
２
年
）

	

13
日	

◦
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〜
14
日

	

25
日	

◦
令
和
6
年
度
入
学
試
験

２
月

	

９
日	

◦「
建
国
記
念
の
日
」の
講
演

３
月

	

１
日	

◦
卒
業
式

	

２
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
７
日

	

７
日	

◦
地
震
避
難
訓
練（
中
高
合
同
）

	

13
日	

◦
人
権
教
育
講
演
会

	

16
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

18
日

	

20
日	

◦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
短
期
語
学
研
修
〜
29
日

	

21
日	

◦
終
業
式

	

22
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
４
月
７
日

大　
　
　

学

４
月

	

４
日	
◦
入
学
式

	

５
日	

◦
新
入
生
歓
迎
会

	

６
日	

◦
新
入
生
対
象
防
災
訓
練
、地
震
体
験

	

10
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
７
月
31
日 

通
常
講
義
終
了

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

27
日	

◦
神
明
宮
例
祭

	
	

◦
神
道
学
会
総
会
、国
文
学
会
総
会
、史
學
会
総
会
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
総
会
、

教
育
学
会
総
会
、現
代
日
本
学
会
総
会

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

１
日	

◦
ク
ー
ル
ビ
ズ
開
始
〜
10
月
31
日

	

11
日	

◦
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式

	

13
日	

◦
萼
の
会
役
員
会

	

14
日	

◦
萼
の
会
総
会
・
教
育
懇
談
会

	
	

◦
高
松
奨
励
賞
授
与
式
、学
友
会
任
命
式

	

18
日	

◦
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
ミ
ニ
展
覧
会「
久
邇
家
の
五
月
」
〜
６
月
24
日

	

19
日	

◦
四
日
市
市
熟
年
大
学〈
古
代
伊
勢
の
神
話
と
伝
承
〉
橋
本
雅
之（
神
道
・
教
授
）

	

27
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
①〈
足
代
弘
訓
と
橋
本
正
克
〉 

浦
野
綾
子（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 
１
／
29
〜
２
／
11
］

６
月

	

３
日	

◦
月
例
文
化
講
座
①〈
最
近
の
選
挙
を
め
ぐ
る
諸
問
題
〉 

富
永
健（
現
日
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
6
／
23
］

	

７
日	

◦
特
別
奨
学
生
・
特
待
生
激
励
会

	

11
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

14
日	

◦
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
マ
レ
ー
シ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
）説
明
会

	

15
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

17
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
②〈
橋
村
家
と
檀
家
の
近
代 　

参
宮
人
帳
を
手
が
か
り
に　

〉 

谷
口
裕
信（
国
史
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

２
／
12
〜
25
］

	
	

◦
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
×
皇
學
館
大
学 

連
携
協
定
事
業
講
座	

〈
倭
姫
宮
御
鎮
座
１
０
０
周
年
に
つ
い
て
〉 

板
井
正
斉（
神
道
・
教
授
）・
長
谷
川
怜（
国
史
・
准
教
授
）・
千
種
清
美（
本
学 

非
常
勤
講
師
）

	

21
日	

◦
神
職
課
程
履
修
者 

現
任
神
職
講
話〈
神
職
の
使
命
と
神
社
奉
務
心
得 　
知・信・行
に
つ

い
て　

〉
高
山
亨
氏（
乃
木
神
社 

名
誉
宮
司
）

	

22
日	

◦
第
70
回
現
代
日
本
塾〈
変
わ
る
米
国 

変
わ
ら
ぬ
中
国
〉 

藤
崎
一
郎
氏（
元
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
特
命
全
権
大
使
）

	

24
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会（
男
子
72
回
）
男
子
７
人
制
出
場
〜
25
日

	

29
日	

◦
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
プ
レ
ゼ
ン

	

30
日	

◦
神
道
博
物
館
学
生
展
示
①「
皇
學
館
大
学
祭 

倉
陵
祭
の
記
録
」、
②「
宇
治
橋
と	

人
々	

〜
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
か
ら
の
成
り
立
ち
〜
」
〜
７
月
12
日

７
月

	

１
日	

◦
夏
越
大
祓
式

	
	

◦
月
例
文
化
講
座
②〈
地
域
で
輝
く
若
者
た
ち
〉 

藤
井
恭
子（
現
日
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
7
／
21
］

	

６
日	

◦
神
道
研
究
所
公
開
学
術
講
演
会〈
神
道
史
か
ら
見
た
明
治
維
新
〉 

武
田
秀
章
氏（
國
學
院
大
學 

教
授
）

	

９
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

14
日	

◦
神
道
博
物
館
学
生
展
示
③「
食
べ
ら
れ
た
資
料
た
ち	

〜
文
化
財
害
虫
の
被
害
と
対

策
〜
」、④「
神
棚
ま
つ
り
の
神
具
類
展	　

祈
り
あ
る
暮
ら
し
と
お
伊
勢
さ
ん
の
御

札　

」
〜
７
月
26
日

	

15
日	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
第
１
回〈
近
世
文
書
を
読
む 　

内
宮
御
師
の
古
文
書
①　

〉 

谷
戸
佑
紀（
国
史
・
准
教
授
）

	

20
日	

◦
第
71
回
現
代
日
本
塾〈
公
務
員
２
次
試
験
対
策
講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス
〉 

外
山
公
美
氏（
メ
イ
・
ウ
シ
ヤ
マ
学
園
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
院
大
学 

教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
政
策
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所 

理
事
長
）

	

27
日	

◦
第
72
回
現
代
日
本
塾〈
さ
あ
、ど
う
す
る
⁉
〉 

西
村
重
哉
氏（
一
般
社
団
法
人
未
来
の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

	

29
日	

◦
月
例
文
化
講
座
③〈
伝
統
文
化
教
育
の
再
建 　

大
和
魂
の
復
興
へ　

〉 

岩
崎
正
彌（
現
日
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
8
／
18
］

	

30
日	

◦
神
道
博
物
館 

夏
休
み
親
子
教
室〈
立
版
古
を
作
ろ
う
〉

８
月

	

２
日	

◦
神
道
研
究
所 

夏
休
み
子
ど
も
講
座	

①（
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
お
は
な
し
）佐
野
真
人（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）	

②〈
皇
室
に
つ
い
て
〉
塩
川
哲
朗（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	

４
日	

◦
神
道
博
物
館 

夏
休
み
親
子
教
室（
和
本
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
）

	

６
日	

◦
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大
学
夏
期
語
学
研
修
〜
28
日

	

７
日	

◦
第
51
回
階
位
検
定
講
習
会（
正
階
・
権
正
階
・
直
階
）
〜
９
月
15
日

	

８
日	

◦
心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	

10
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
11
日

	

26
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
津
・
大
阪
会
場
）

	

27
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３〈
地
域
で
育
つ 

地
域
が
育
つ 　

主
体
的
に

活
動
す
る
学
生
事
例
か
ら　

〉
藤
井
恭
子（
現
日
・
准
教
授
）（
三
重
県
文
化
会
館
）

	

27
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
浜
松
・
福
岡
会
場
）

令
和
5
年
度

デ
キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
行
事
日
誌

高　
　
　

校

４
月

	

８
日	

◦
始
業
式

	
10
日	

◦
入
学
式

	
11
日	

◦
１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン	

〜
14
日

	

18
日	
◦
遠
足

	

30
日	
◦
創
立
記
念
日

５
月

	

13
日	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	

16
日	

◦
中
間
考
査
〜
19
日

	

19
日	

◦
校
友
会
総
会

	

20
日	

◦
３
年
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

	

26
日	

◦
県
総
体
〜
28
日

	

29
日	

◦
教
育
実
習
開
始	

〜
６
月
９
日 

２
週
間
実
習
終
了	

〜
６
月
16
日 

３
週
間
実
習
終
了

	

30
日	

◦
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式

中　
　
　

学

４
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

８
日	

◦
入
学
式

	

10
日	

◦
対
面
式　

１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
〜
13
日

	

20
日	

◦
第
１
回
実
力
テ
ス
ト

	

28
日	

◦
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

13
日	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	
	

◦
授
業
参
観

	

16
日	

◦
校
友
会
総
会

	

17
日	

◦
中
間
考
査
〜
19
日

	

29
日	

◦
教
育
実
習
開
始	

〜
６
月
９
日 

２
週
間
実
習
終
了�

〜
６
月
17
日 

３
週
間
実
習
終
了

９
月

	

２
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
伊
勢
会
場
）

	

３
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
名
古
屋
会
場
）

	

４
日	

◦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
14
日

	

９
日	

◦
月
例
文
化
講
座
④〈
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
地
域
交
通
を
考
え
る
〉 

笠
原
正
嗣（
現
日
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
9
／
29
］

	
	

◦
史
料
編
纂
所
公
開
講
座〈
古
代
の
志
摩
国 　

神
亀
六
年
志
摩
国
輸
庸
帳
か
ら
わ
か
る

こ
と　

〉
荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

10
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
伊
賀
の
古
墳
と
交
通
路 　

美
旗
古
墳
群
を
考
え
る　

〉 

遠
藤
慶
太（
国
史
・
教
授
）（
名
張
市
役
所
）

	

14
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
移
動
講
座	

〈
鈴
鹿
に
斃（
た
お
）れ
た
皇
子　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』か
ら
み
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル　

〉 

荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）（
鈴
鹿
市
立
旭
が
丘
公
民
館
）

	

15
日	

◦
９
月
学
位
記
授
与
式（
卒
業
式
）

	

16
日	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
第
２
回〈
近
世
文
書
を
読
む 　

内
宮
御
師
の
古
文
書
②　

〉 

谷
戸
佑
紀（
国
史
・
准
教
授
）

	
	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
令
和
６
年
１
月
27
日 

通
常
講
義
終
了

	

18
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ（
進
学
相
談
会
・
学
び
体
験
・
皇
學
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
第
16
回
定
期
演
奏
会
）

（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
三
重
県
総
合
博
物
館
）

	

28
日	

◦
第
73
回
現
代
日
本
塾〈
現
役
警
察
官
に
聞
く 

三
重
県
警
の
お
仕
事
〉 

金
森
司
氏（
三
重
県
警
察
本
部 

警
部
補
）

	

30
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
出
場
〜
10
月
１
日

10
月

	

１
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
移
動
講
座〈
熊
野
古
道
伊
勢
路
の
中
世
石

造
物
〉
岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）（
尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館
）

	
	

◦
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会

	

２
日	

◦
神
道
博
物
館
企
画
展〈
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡	　

新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら　

〉	

〜
11
月
30
日

	

５
日	

◦
第
74
回
現
代
日
本
塾〈
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定
の
今
日
的
意
義
と
価
値
〉 

百
々
岳
夫
氏（
公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会 

高
等
教
育
領
域
部
長
）

	

７
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑤〈
財
産
管
理
の
サ
ポ
ー
ト 　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
成
年
後

見
制
度　

〉
鵜
沼
憲
晴（
現
日
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
10
／
27
］

	

９
日	

◦
第
35
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
競
走 

出
場

	

12
日	

◦
地
震
防
災
訓
練

	
14
日	

◦
第
１
０
０
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会
出
場

	
	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
第
３
回〈
中
近
世
文
書
を
読
む 　

中
近
世
御
師
文
書
の

世
界
①　

〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

15
日	
◦
初
穂
曳

	

17
日	
◦
神
嘗
祭
神
宮
参
拝

	

21
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
③〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡 　

新
発
見
・

橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら　

」〉 

小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

２
／
26
〜
３
／
10
］

	
	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
出
場
〜
22
日

	

26
日	

◦
２
０
２
３
ド
ラ
フ
ト
会
議 

村
田
怜
音
選
手 

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
６
位
指
名

	
	

◦
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式

	

27
日	

◦
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
×
皇
學
館
大
学 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
の
原
点
を
学
ぶ 

三
重
の

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー〈「
海
」と「
山
」の
熊
野
古
道 　

人
は
な
ぜ
山
路
を
歩
い
た
の
か
〉 

多
田
實
道（
国
史
・
教
授
）（
三
重
テ
ラ
ス
）

	

28
日	

◦
国
文
学
会
研
究
発
表
会

	
	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈『
日
本
書
紀
』を
読
む	　

清
寧
天
皇
・
顕
宗
天
皇
・
仁

賢
天
皇　

〉
大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）（
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
）

	
	

◦
倉
陵
祭
〜
29
日

	
	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

11
月

	

１
日	

◦
山
室
山
参
拝
・
参
拝
見
学

	

２
日	

◦
学
生
寮
主
催
教
育
講
演
会〈
令
旨
、教
育
勅
語
そ
し
て
憲
法
〉
新
田
均（
現
日
・
教
授
）

	

３
日	

◦
神
道
博
物
館
み
え
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー	

〈
初
公
開
!
伊
勢
御
師
の
家
伝
資
料
〜
橋
村
一
族
の
軌
跡
〜
〉 

小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

９
日	

◦
史
學
會
講
演
会〈
室
町
殿
と
管
領 　

足
利
義
満
と
細
川
頼
之
・
斯
波
義
将　

〉 

森
茂
暁
氏（
福
岡
大
学 

名
誉
教
授
）

	
	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
講
演
会〈ChatGPT

と
は
何
か
？　

生
成
Ａ
Ｉ
の
魅
力

と
可
能
性
に
迫
る　

〉
森
田
賢
太
氏（
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
医
用
工
学
部 

助
教
）

	
	

◦
教
育
学
会
講
演
会「
ひ
ろ
み
ち
＆
た
に
ぞ
う
」

	
	

◦
現
代
日
本
学
会
記
念
講
演
会〈
地
域・社
会・世
界
を
変
え
る
の
は
あ
な
た
!
若
者
や

学
生
が
地
域
と
関
わ
る
価
値
と
可
能
性
〉
森
正
美
氏（
京
都
文
教
大
学 

学
長
）

	

11
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑥〈
日
本
の
外
交
安
全
保
障
と
中
国
、ロ
シ
ア
、北
朝
鮮　

我
が
国
の

平
和
と
独
立
を
守
り
抜
く
た
め
に　

〉 

村
上
政
俊（
現
日
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
12
／
1
］

	
	

◦
教
育
学
会
講
演
会〈
長
期
育
成
指
針
／
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〉 

石
井
孝
法
氏（
全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
委
員
会
科
学
研
究
部
他
）

	

13
日	

◦
神
道
学
科
・
神
道
学
会
共
催
講
演
会〈「
見
る
な
の
禁
止
」と
罪
意
識
に
つい
て
〉 

北
山
修
氏（
白
鷗
大
学 

学
長
）

	

16
日	

◦
国
文
学
会
講
演
会〈
西
鶴
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
原
点
〉 

篠
原
進
氏（
青
山
学
院
大
学 

名
誉
教
授
）

	
	

◦
神
職
課
程
履
修
者 

就
職
指
導	　

千
年
後
の
日
本
の
た
め
に　

	

〈
神
社
の
森
の
現
状
と
未
来
〉
小
林
仁
氏（
ア
ー
ボ
ジ
ャ
パ
ン 

頭
領
）	

〈
神
職
の
役
割
と
麻
〉
新
田
均（
現
日
・
教
授
）

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	
	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
24
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト（
動
画

審
査
）結
果
発
表

	

18
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
④〈
伊
勢
の
石
仏
・
石
塔
〉 

竹
田
憲
治（
本
学 

非
常
勤
講
師
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

３
／
11
〜
24
］

	

30
日	

◦
第
１
回
公
務
員
関
連
講
座〈
公
安
調
査
庁
の
業
務
に
つい
て
〉
近
畿
公
安
調
査
局

12
月

	

１
日	

◦
第
２
回
く
る
ま
座
講
座〈
出
版
部
の
仕
事
っ
て
〉	

下
中
美
都
氏（
株
式
会
社
平
凡
社 

会
長
）・
富
澤
凡
子
氏（
柏
書
房
株
式
会
社 

社
長
）

	

２
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑦〈
政
府
の「
骨
太
方
針
」と
地
方
の
活
性
化
〉
新
田
均（
現
日・教
授
）

［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

〜
12
／
22
］

	
	

◦
第
１
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
〜
皇
學
館
大
学
公
開
講
座
〜
四
日
市
ゆ
か
り
の
神
社

を
知
る〈
海
山
道
神
社 　

海
山
道
神
社
の
歴
史
と
祭
り
を
語
る　

〉 

岡
田
登（
本
学
名
誉
教
授
）

	

７
日	

◦
第
75
回
現
代
日
本
塾〈
社
会
福
祉
専
門
職
の
就
職
先
に
つい
て 　

公
務
員
か
ら
一
般
企

業
ま
で
広
が
っ
て
い
く
選
択
肢　

〉 

田
村
禎
章
氏（
椙
山
女
学
園
大
学
人
間
関
係
学
部
人
間
関
係
学
科 

助
教
）

	

16
日	

◦
明
和
町
×
皇
學
館
大
学 

地
域
連
携
協
働
公
開
講
座〈
古
文
書
・
古
記
録
か
ら
読
み
解

く
郷
土
の
歴
史 　

江
戸
時
代
の
明
和
町　

〉
谷
戸
佑
紀（
国
史
・
准
教
授
）

	
	

◦
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム〈
澤
瀉
久
孝
の
万

葉
学
と
そ
の
周
辺
〉
橋
本
雅
之（
神
道
・
教
授
）・
大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）・
齋
藤
平（
国

文
・
教
授
）・
田
中
康
二（
国
文
・
教
授
）

	
	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
第
４
回〈
中
近
世
文
書
を
読
む 　

中
近
世
御
師
文
書
の
世

界
②
〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

21
日	

◦
大
祓
式

	
	

◦
第
２
回
公
務
員
関
連
講
座〈
若
手
国
家
公
務
員
の
ホ
ン
ネ
ト
ー
ク
〉 

吉
田
尚
太
郎
氏（
法
曹
有
資
格
者
）

１
月

	

11
日	

◦
学
長
年
頭
講
話

	
	

◦
学
友
会
任
命
式

	
	

◦
学
内
奨
学
金
授
与
式

	

13
日	

◦
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〜
14
日

	

18
日	

◦
史
學
會
講
演
会〈
レ
コ
ー
ド
で
聴
く
満
州
〉
長
谷
川
怜（
国
史
・
准
教
授
）

	

20
日	

◦
萼
の
会
役
員
会

	

26
日	

◦
出
寮
式

２
月

	

6
日	

◦
神
職
課
程
履
修
者 

就
職
指
導 

能
楽
師
大
倉
正
之
助
氏
他 

能
楽
演
奏
・
演
奏
体
験

	

９
日	

◦
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大
学
春
期
語
学
研
修
〜
３
月
３
日

	

10
日	

◦
第
２
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
〜
皇
學
館
大
学
公
開
講
座
〜
四
日
市
ゆ
か
り
の
神
社

を
知
る〈
鳥
出
神
社
・
鵜
森
神
社 　

四
日
市
の
式
内
社
と
古
代
の
神
祇
祭
祀　

〉 

佐
野
真
人（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	

11
日	

◦
建
国
記
念
の
日
・
神
宮
参
拝

	

13
日	

◦
第
52
回
階
位
検
定
講
習
会（
権
階
位
・
直
階
）
〜
３
月
14
日

	

18
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
天
正
伊
賀
の
乱
と
伊
賀
の
中
世
城
館
〉 

竹
田
憲
治（
本
学 

非
常
勤
講
師
）

	

19
日	

◦
第
10
回「
伊
勢
」と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
３
月
７
日

	

22
日	

◦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
３
月
２
日

	

24
日	

◦
マ
レ
ー
シ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
春
期
語
学
研
修
〜
３
月
24
日

	

29
日	

◦
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
修
成
果
発
表
会

３
月

	

１
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
５
回
英
語
発
信
力
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

	

２
日	

◦
第
３
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
〜
皇
學
館
大
学
公
開
講
座
〜
四
日
市
ゆ
か
り
の
神
社

を
知
る〈
諏
訪
神
社 　

近
現
代
の
神
社
と
ま
ち
づ
く
り　

〉
板
井
正
斉（
神
道・教
授
）

	

８
日	

◦
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

	

15
日	

◦
学
長
奨
励
賞
授
与
式

	

18
日	

◦
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

	

23
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

29
日	

◦
入
寮
式

	

30
日	

◦
新
入
生
登
学
日
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